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第３章 一般高齢者調査の結果 

 

Ⅰ 回答者の属性 

１ 調査の回答者 

問 1 この調査票はどなたが回答されますか。（１つに○） 

 

調査の回答者は、「あて名の方ご本人がご自身で回答」が 83.2％を占めている。 

 

図表３-１ 調査の回答者 

 

２ 性別と年齢 

問 2 あなた（あて名のご本人）の性別と、平成２５年９月１日現在の満年齢をお答えくださ

い。 

 

性別は、「男性」44.3％、「女性」54.0％と、「女性」が「男性」を 9.7 ポイント上回っ

ている。 

図表３-２ 性別  

83.2 

2.6 

0.9 

0.0 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あて名の方ご本人が

ご自身で回答

ご本人に確認しながら

ご家族等代理の方が回答

ご本人の立場に立って

ご家族等代理の方が回答

その他

無回答
回答者数＝1,479人

男性

44.3%
女性

54.0%

無回答

1.8%

回答者数

＝1,479人
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年齢は、「65～69 歳」29.1％、「70～74 歳」27.9％、「75～79 歳」22.7％の順であり、

65～74 歳が 57.0％、75 歳以上が 41.7％を占め、平均 73.9 歳となっている。 

 

図表３-３ 年齢 

 

性別にみると、女性は男性に比べて年齢層の高い人の割合が高く、平均年齢は男性 73.3

歳、女性は 74.3 歳となっている。 

居住地域別にみると、年齢分布に特に顕著な差はみられない。 

 

図表３-４ 年齢 

  

回
答
者
数
（人
）

65
～
69
歳 

70
～
74
歳 

75
～
79
歳 

80
～
84
歳 

85
歳
以
上 

無
回
答 

『
65
～
74
歳
』

『
75
歳
以
上
』

平
均
年
齢 

全 体 1,479 29.1 27.9 22.7 12.4 6.6 1.4 57.0 41.7 73.9

性
別 

男性 655 32.5 29.0 20.6 11.0 5.8 1.1 61.5 37.4 73.3

女性 798 26.7 27.3 24.4 13.8 7.4 0.4 54.0 45.6 74.3

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 29.2 27.7 21.2 13.9 5.8 2.2 56.9 40.9 74.0

台東地区 211 29.9 25.6 22.7 13.3 8.1 0.5 55.5 44.1 74.1

蔵前地区 237 28.7 29.5 21.9 12.2 7.2 0.4 58.2 41.3 73.9

浅草地区 234 28.2 31.2 21.8 12.0 5.1 1.7 59.4 38.9 73.7

三ノ輪地区 203 31.0 26.6 23.6 12.8 4.9 1.0 57.6 41.3 73.5

松が谷地区 254 29.5 28.3 23.2 11.8 7.1 0.0 57.8 42.1 73.8

清川地区 179 29.6 27.9 24.0 11.7 6.7 0.0 57.5 42.4 73.7

※ 『65～74 歳』＝「65～69 歳」＋「70～74 歳」 

※ 『75 歳以上』＝「75～79 歳」＋「80～84 歳」＋「85 歳以上」 

※ 居住地域は 4 ページの「居住地域区分」を参照。  

29.1 

27.9 

22.7 

12.4 

6.6 

1.4 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

無回答 回答者数＝1,479人

平均73.9歳

『65～74歳』

＝57.0％

『75歳以上』

＝41.7％
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３ 居住地域 

問 3 お住まいはどこですか。記入例を参考に記入してください。丁目がない場合は、町名

だけ記入してください。 

居住地域は、「松が谷地区」が 17.2％ともっとも高く、「谷中地区」が 9.3％ともっとも

低くなっている。 

 

図表３-５ 居住地域 

※ 居住地域は 4 ページの「居住地域区分」を参照。以下同じ。 

 

４ 家族構成 

問 4 あなたのご家族の構成は、次のうち、どれにあてはまりますか。（１つに○） 

家族構成は、子ども等との同居世帯等である「その他の世帯」32.7％がもっとも高い。

次いで「夫婦のみ世帯（配偶者は 65 歳以上）」31.7％、「ひとり暮らし」27.2％の順であ

り、これに「世帯全員が 65 歳以上」2.3％をあわせた 61.2％が“高齢者のみの世帯”と

なっている。 

 図表３-６ 家族構成 ＜前回調査＞  

9.3 

14.3 

16.0 

15.8 

13.7 

17.2 

12.1 

1.6 

0% 3% 6% 9% 12% 15% 18%

谷中地区

台東地区

蔵前地区

浅草地区

三ノ輪地区

松が谷地区

清川地区

無回答 回答者数＝1,479人

ひとり暮らし

27.2%

夫婦のみ世帯

（配偶者は65歳以上）

31.7%

夫婦のみ世帯

（配偶者は64歳以下）

3.2%

世帯全員が65歳以上

2.3%

その他の世帯

32.7%

無回答

2.8%

回答者数

＝1,479人

ひとりで

住んでいる

23.7%

家族と

住んでいる

73.9%

無回答

2.4%

回答者数

＝2,937人



 

24 

 

年齢別にみると、70～79 歳は「夫婦のみ世帯（配偶者は 65 歳以上）」が 35％を超え、

もっとも高い割合を占めている。また、85 歳以上では「ひとり暮らし」が 32.0％であり、

他の年齢層に比べて高い割合となっている。 

居住地域別にみると、谷中地区、台東地区、浅草地区及び三ノ輪地区は「その他の世帯」、

蔵前地区及び松が谷地区は「夫婦のみ世帯（配偶者は 65 歳以上）」、清川地区は「ひとり

暮らし」が、それぞれもっとも高い割合を占めている。 

 

図表３-７ 家族構成 

  

27.2 

27.9 

23.3 

29.6 

29.9 

32.0 

23.4 

17.5 

30.0 

30.3 

29.6 

26.8 

32.4 

31.7 

27.4 

35.7 

39.1 

27.2 

21.6 

32.8

33.6

34.2

31.2

26.1

35.0

29.1

3.2 

5.6 

4.4 

0.3 

1.1 

0.0 

2.9

4.7

3.4

3.0

3.0

2.4

2.8

2.3 

2.8 

2.9 

0.3 

1.6 

6.2 

1.5

3.3

0.8

1.7

2.5

3.5

2.2

32.7 

34.9 

32.3 

28.4 

37.0 

33.0 

37.2

38.4

30.4

32.9

35.0

31.5

27.9

2.8 

1.4 

1.5 

2.4 

3.3 

7.2 

2.2

2.4

1.3

0.9

3.9

0.8

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1,479）

65～69歳（430）

70～74歳（412）

75～79歳（335）

80～84歳（184）

85歳以上（97）

谷中地区(137)

台東地区(211)

蔵前地区(237)

浅草地区(234)

三ノ輪地区(203)

松が谷地区(254)

清川地区(179)

ひとり

暮らし

夫婦のみ

世帯

（配偶者は

65歳以上）

夫婦のみ

世帯

（配偶者は

64歳以下）

世帯全員が

65歳以上

その他

の世帯

無回答（ ）内は

回答者数
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５ 日中・夜間の独居状況 

問 5 1 日の中で、一人になることがありますか。（１つに○） 

 

日中・夜間の独居状況をみると、「一人で過ごすことはあまりない」と回答した人が

57.7％ともっとも高く、次いで「昼夜とも一人で過ごすことが多い」21.5％、「昼は一人

で過ごすことが多い」11.2％、「夜は一人で過ごすことが多い」6.9％となっている。 

 

図表３-８ 日中・夜間の独居状況 

※ 『一人で過ごすことが多い』＝「昼夜とも一人で過ごすことが多い」＋「昼は一人で過ごすことが多い」 

＋夜は一人で過ごすことが多い」 

家族構成別にみると、ひとり暮らしの人では「昼夜とも一人で過ごすことが多い」と回

答した人が 70.7％を占めている。他の家族形態の人では「一人で過ごすことはあまりな

い」と回答した人が 7～8割となっている。 

 

図表３-９ 日中・夜間の独居状況 

 

 

 

 

 

 

  

21.5 

70.7 

2.1 

0.0 

14.7 

3.5 

11.2 

3.2 

11.1 

21.3 

2.9 

16.9 

6.9 

19.4 

2.6 

2.1 

2.9 

1.9 

57.7 

5.5 

81.9 

74.5 

73.5 

76.2 

2.7 

1.2 

2.3 

2.1 

5.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1,479）

ひとり暮らし（403）

夫婦のみ世帯（配偶者は

65歳以上）（469）

夫婦のみ世帯（配偶者は

64歳以下）（47）

世帯全員が65歳以上（34）

その他の世帯（484）

昼夜とも

一人で

過ごすこと

が多い

昼は

一人で

過ごすこと

が多い

夜は

一人で

過ごすこと

が多い

一人で

過ごすこと

はあまり

ない

無回答（ ）内は回答者数

21.5 

11.2 

6.9 

57.7 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

昼夜とも一人で過ごすことが多い

昼は一人で過ごすことが多い

夜は一人で過ごすことが多い

一人で過ごすことはあまりない

無回答
回答者数＝1,479人
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主に過ごしている部屋の階数別にみると、1階の人では「昼夜とも一人で過ごすことが

多い」と回答した人は 16.5％であるが、2階以上の人では 2割を超えており、一人で過ご

すことが多いと回答した人の割合が高くなっている。 

困ったときに頼れる人の有無別にみると、「昼夜とも一人で過ごすことが多い」と回答

した人の割合は、同居している・近所に住んでいる人では 8.9％であるのに対して、いな

い人では 63.5％であり、「昼は一人で過ごすことが多い」10.4％、「夜は一人で過ごすこ

とが多い」6.1％をあわせた 80.0％が“一人で過ごすことが多い”と回答している。 

 

図表３-１０ 日中・夜間の独居状況 

 

 

 

 

 

回
答
者
数
（人
） 

昼
夜
と
も
一
人
で

過
ご
す
こ
と
が
多
い

昼
は
一
人
で
過
ご

す
こ
と
が
多
い 

夜
は
一
人
で
過
ご

す
こ
と
が
多
い 

一
人
で
過
ご
す
こ

と
は
あ
ま
り
な
い 

無
回
答 

『
一
人
で
過
ご
す
こ

と
が
多
い
』 

全 体 1,479 21.5 11.2 6.9 57.7 2.7 39.6 

部
屋
の
階
数
別 

1 階 448 16.5 11.4 5.8 62.5 3.8 33.7 

2 階 412 24.3 9.2 6.6 57.8 2.2 40.1 

3 階 161 23.6 13.0 8.1 52.8 2.5 44.7 

4 階以上 404 22.0 13.4 8.7 54.7 1.2 44.1 

頼
れ
る
人
の
有
無
別 

同居している・近所に住ん

でいる 
877 8.9 13.7 4.9 70.6 1.9 27.5 

同居・近所ではないが、 

行き来できる所にいる 
351 31.1 7.4 12.0 47.6 2.0 50.5 

いるが、行き来できる所に

は住んでいない 
103 47.6 5.8 8.7 36.9 1.0 62.1 

いない 115 63.5 10.4 6.1 18.3 1.7 80.0 

※ 『一人で過ごすことが多い』＝「昼夜とも一人で過ごすことが多い」＋「昼は一人で

過ごすことが多い」＋「夜は一人で過ごすことが多い」 
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６ 困ったときに頼れる人の有無 

問 6 日常生活で困ったときや相談したいときに、頼れる（手助けしてくれる）家族・知人等

がいますか。（１つに○） 

 

困ったときに頼れる人が「同居している・近所に住んでいる」と回答した人は 59.3％

であり、「同居・近所ではないが、行き来できる所にいる」23.7％をあわせた 83.0％が、

“行き来できる所にいる”と回答している。一方、「いない」と回答した人は 7.8％、「い

るが、行き来できる所には住んでいない」と回答した人は 7.0％となっている。 

 

図表３-１１ 困ったときに頼れる人の有無 

※ 『行き来できる所にいる』＝「同居している・近所に住んでいる」＋「同居・近所で 

はないが、行き来できる所にいる」 

  

59.3 

23.7 

7.0 

7.8 

2.2 

0% 20% 40% 60%

同居している・

近所に住んでいる

同居・近所ではないが、

行き来できる所にいる

いるが、行き来できる所には

住んでいない

いない

無回答
回答者数＝1,479人

『行き来できる

所にいる』

＝83.0％
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家族構成別にみると、ひとり暮らしの人で困ったときに頼れる人が「いない」と回答し

た人は 19.9％と他に比べて割合が高いが、「同居している・近所に住んでいる」27.8％、

「同居・近所ではないが、行き来できる所に住んでいる」36.2％をあわせた 64.0％は“行

き来できる所にいる”と回答している。 

 

図表３-１２ 困ったときに頼れる人の有無 

※ 『行き来できる所にいる』＝「同居している・近所に住んでいる」＋「同居・近所ではないが、行き来できる所にいる」 

 

 

  

59.3 

27.8 

55.0 

66.0 

67.6 

89.3 

23.7 

36.2 

32.0 

19.1 

20.6 

7.2 

7.0 

13.2 

7.7 

6.4 

8.8 

1.2 

7.8 

19.9 

4.3 

6.4 

2.9 

1.9 

2.2 

3.0 

1.1 

2.1 

0.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1,479）

ひとり暮らし（403）

夫婦のみ世帯（配偶者は

65歳以上）（469）

夫婦のみ世帯（配偶者は

64歳以下）（47）

世帯全員が65歳以上（34）

その他の世帯（484）

同居している

・近所に

住んでいる

同居・近所

ではないが、

行き来できる所

にいる

いるが、

行き来できる所

には住んで

いない

いない 無回答（ ）内は回答者数

『行き来できる

所にいる』

83.0％

64.0％

87.0％

85.1％

88.2％

96.5％
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７ 住宅形態 

問 7 お住まいの形態は次のうち、どれにあてはまりますか。（１つに○） 

 

住宅形態は、「持ち家（一戸建て）」54.6％、「持ち家（分譲マンション）」17.8％と、持

ち家居住者が 72.4％を占めており、前回調査とほぼ同様の結果となっている。また、「借

家（マンション、鉄筋・鉄骨アパート）」11.0％、「借家（木造アパート）」4.8％、「借家

（一戸建て）」2.4％、「高齢者向けの集合住宅（シルバーピアやサービス付き高齢者向け

住宅等）」1.1％となっている。 

図表３-１３ 住宅形態 

※ 『持ち家』＝「持ち家（一戸建て）」＋「持ち家（分譲マンション）」 

 

＜前回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 『持ち家』＝「持ち家（一戸建て）」＋「持ち家（マンション、アパートなどの集合住宅）」 

54.6 

17.8 

2.4 

11.0 

4.8 

2.3 

0.3 

1.0 

1.1 

3.5 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

持ち家（一戸建て）

持ち家（分譲マンション）

借家（一戸建て）

借家（マンション、鉄筋・鉄骨アパート）

借家（木造アパート）

公営住宅（都営住宅）

都市再生機構（旧公団）・

公社などの賃貸住宅

社宅・寮

高齢者向けの集合住宅（シルバーピアや

サービス付き高齢者向け住宅等）

その他

無回答 回答者数＝1,479人

『持ち家』

＝72.4％

53.5

21.5

2.4

14.6

2.9

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

持ち家（一戸建て）

持ち家

（マンション、アパートなどの集合住宅）

借家（一戸建て）

借家

（マンション、アパートなどの集合住宅）

その他

無回答
回答者数＝2,937人

『持ち家』

＝75.0％
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家族構成別にみると、子ども等との同居世帯であるその他の世帯の人では「持ち家（一

戸建て）」が 70.2％であるのに対し、ひとり暮らしの人では 31.5％であり、「持ち家（分

譲マンション）」をあわせても持ち家居住者は 47.6％と半数を下回っている。また、ひと

り暮らしの人は、「借家（マンション、鉄筋・鉄骨アパート）」及び「借家（木造アパート）」

が他に比べて高い割合となっている。 

居住地域別にみると、谷中地区及び台東地区は「持ち家（一戸建て）」、蔵前地区及び松

が谷地区は「持ち家（分譲マンション）」、清川地区は「借家（木造アパート）」及び「公

営住宅（都営住宅）」が、それぞれ他地域に比べて高い割合となっている。 

 

図表３-１４ 住宅形態 

  

回
答
者
数
（人
） 

持
ち
家
（一
戸
建
て
） 

持
ち
家
（分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
） 

借
家
（一
戸
建
て
） 

借
家 

（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
鉄
筋
・
鉄
骨
ア
パ
ー
ト
） 

借
家
（
木
造
ア
パ
ー
ト
） 

公
営
住
宅
（都
営
住
宅
） 

都
市
再
生
機
構
（旧
公
団
）・公
社
な
ど
の

賃
貸
住
宅 

社
宅
・
寮 

高
齢
者
向
け
の
集
合
住
宅
（シ
ル
バ
ー
ピ
ア

や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
等
） 

そ
の
他 

無
回
答 

『持
ち
家
』 

全 体 1,479 54.6 17.8 2.4 11.0 4.8 2.3 0.3 1.0 1.1 3.5 1.2 72.4

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 403 31.5 16.1 3.0 19.6 13.4 3.7 0.2 0.5 3.7 7.2 1.0 47.6 

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 65 歳以上） 
469 57.8 22.4 2.1 9.0 2.6 2.6 0.4 1.3 0.2 1.1 0.6 80.2 

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 64 歳以下） 
47 53.2 25.5 4.3 10.6 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 78.7 

世帯全員が 65 歳以上 34 64.7 5.9 2.9 11.8 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 2.9 70.6 

その他の世帯 484 70.2 15.3 2.1 6.2 0.2 0.8 0.4 1.4 0.0 3.1 0.2 85.5 

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 68.6 16.1 1.5 5.8 4.4 0.0 0.7 1.5 0.0 1.5 0.0 84.7 

台東地区 211 67.8 17.5 3.3 5.7 0.9 0.0 0.5 0.9 0.0 1.9 1.4 85.3 

蔵前地区 237 51.5 22.8 2.1 13.1 0.8 3.0 0.0 1.7 1.3 3.0 0.8 74.3 

浅草地区 234 55.1 15.8 2.1 15.8 5.6 0.0 0.0 0.4 1.7 2.6 0.9 70.9 

三ノ輪地区 203 51.7 15.8 3.4 11.3 4.9 3.4 0.5 0.5 2.0 5.9 0.5 67.5 

松が谷地区 254 46.5 22.8 2.4 12.2 7.1 2.0 0.8 1.6 2.0 2.8 0.0 69.3 

清川地区 179 50.8 10.6 1.1 9.5 10.1 8.4 0.0 0.6 0.0 7.3 1.7 61.4 

※ 『持ち家』＝「持ち家（一戸建て）」＋「持ち家（分譲マンション）」 
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８ 住まいでの困りごと 

問 8 現在、お住まいの住宅でお困りのことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

住まいでの困りごとは、「住宅の設備などの使い勝手が悪く、暮らしにくい」が 25.7％、

次いで「住宅の老朽化が進んでいる」16.8％、「家賃やローンなど、月々の負担が大きい」

6.6％となっているが、「特に困っていることはない」と回答した人も 57.1％と半数以上

を占めている。 

 

図表３-１５ 住まいでの困りごと（複数回答） 

 

  

25.7 

16.8 

6.6 

3.1 

2.1 

0.5 

57.1 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住宅の設備などの使い勝手が悪く、

暮らしにくい

住宅の老朽化が進んでいる

家賃やローンなど、月々の負担が大きい

住み替えたいが高齢者に

貸してくれる物件が少ない

住み替えたいが保証人がいない

立ち退きを迫られている

特に困っていることはない

無回答
回答者数＝1,479人
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住宅形態別にみると、持ち家（一戸建て）の人の 59.3％、持ち家（分譲マンション）

の 75.3％の人が「特にない」と回答している。一方、借家（木造アパート）の人では「住

宅の設備などの使い勝手が悪く、暮らしにくい」63.4％、「住宅の老朽化が進んでいる」

26.8％、借家（一戸建て）の人では「住宅の老朽化が進んでいる」48.6％、「住宅の設備

などの使い勝手が悪く、暮らしにくい」45.7％となっている。 

 

図表３-１６ 住まいでの困りごと 

  

回
答
者
数
（人
） 

住
宅
の
設
備
な
ど
の
使
い
勝
手

が
悪
く
、
暮
ら
し
に
く
い 

住
宅
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

家
賃
や
ロ
ー
ン
な
ど
、
月
々
の

負
担
が
大
き
い 

住
み
替
え
た
い
が
高
齢
者
に
貸

し
て
く
れ
る
物
件
が
少
な
い 

住
み
替
え
た
い
が
保
証
人
が
い

な
い 

立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
る 

特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 25.7 16.8 6.6 3.1 2.1 0.5 57.1 4.1 

住
宅
形
態
別 

持ち家（一戸建て） 808 25.9 20.2 1.5 0.5 0.2 0.1 59.3 3.2 

持ち家（分譲マンション） 263 11.4 8.7 4.2 1.9 0.8 0.0 75.3 3.0 

借家（一戸建て） 35 45.7 48.6 22.9 11.4 5.7 2.9 28.6 0.0 

借家（マンション、鉄筋・鉄

骨アパート） 
162 25.9 9.3 28.4 8.6 4.3 1.2 46.3 3.7 

借家（木造アパート） 71 63.4 26.8 15.5 14.1 14.1 4.2 16.9 4.2 

公営住宅（都営住宅） 34 23.5 2.9 11.8 2.9 0.0 0.0 55.9 8.8 

都市再生機構（旧公団）・

公社などの賃貸住宅 
5 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 

社宅・寮 15 26.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 73.3 0.0 

高齢者向けの集合住宅 16 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 12.5 

その他 52 38.5 13.5 7.7 9.6 11.5 1.9 44.2 7.7 
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９ 住宅設備での困りごと 

問８-1 問８で「住宅の設備などの使い勝手が悪く、暮らしにくい」に○をした方におうかが

いします。 具体的にどのような設備などに困っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

住宅設備での困りごとは、「居室や寝室などが 2 階以上で、階段の昇り降り」50.5％、

「玄関、廊下、階段、トイレ、浴室などに手すりがない」23.9％、「風呂がない または 使

いにくい」22.9％、「玄関、居室、廊下、トイレ、浴室などに段差がある、または滑りや

すい」21.1％の順となっている。 

 

図表３-１７ 住宅設備での困りごと（複数回答） 

 

 

  

50.5 

23.9 

22.9 

21.1 

14.5 

6.3 

17.6 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

居室や寝室などが2階以上で、

階段の昇り降り

玄関、廊下、階段、トイレ、浴室などに

手すりがない

風呂がない または 使いにくい

玄関、居室、廊下、トイレ、浴室などに

段差がある、または滑りやすい

トイレが和式である

玄関、居室などの扉の開閉

その他

無回答
回答者数＝380人
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１０ 主に過ごしている部屋の階数とエレベーターの有無 

問 9  ふだん、１日の中で主に過ごしている部屋は何階ですか。（１つに○） 

問 9-1 問 9 で「2 階」「3 階」「4 階以上」に○をした方におうかがいします。お住まいにエレベ

ーターはありますか。（１つに○） 

 

主に過ごしている部屋の階数は、「1 階」30.3％、「2 階」27.9％に次いで、「4 階以上」

27.3％となっている。 

主に 2階以上で過ごしている人のエレベーターの有無については、「ない」が 51.9％と、

「ある」45.0％を上回っている。 

 

図表３-１８ 主に過ごしている部屋の階数／エレベーターの有無 

 

主に過ごしている部屋の階数別にみると、エレベーターがある人の割合は、2階の人で

は 11.2％、3階の人では 36.6％、4階以上の人では 82.9％となっている。 

 

図表３-１９ エレベーターの有無 

  

回
答
者
数
（人
）

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全 体 977 45.0 51.9 3.1

部
屋
の
階
数
別

2 階 412 11.2 87.6 1.2

3 階 161 36.6 57.8 5.6

4 階以上 404 82.9 13.1 4.0

 

  

ある

45.0%

ない

51.9%

無回答

3.1%

回答者数

＝977人

30.3 

27.9 

10.9 

27.3 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40%

1階

2階

3階

4階以上

無回答
回答者数＝1,479人
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１１ 暮らし向き 

問 10 経済的にみて、現在の暮らしの状況をどう感じていますか。（１つに○） 

 

暮らし向きは、「ふつう」が 54.3％を占めている。「ゆとりがある」6.8％、「ややゆと

りがある」8.4％をあわせた“ゆとりがある”と回答した人が 15.2％、「やや苦しい」18.7％、

「苦しい」9.3％をあわせた“苦しい”と回答した人は 28.0％となっている。 

図表３-２０ 暮らし向き 

昨年の年間収入別にみると、“苦しい”と回答した人は、80 万円未満では 58.6％、80

万円～200 万円未満では 48.0％となっている。 一方、“ゆとりがある”と回答した人は、

750 万円～1,000 万円未満では 45.8％、1,000 万円以上では 65.1％となっている。 

図表３-２１ 暮らし向き 

  

回
答
者
数
（人
） 

ゆ
と
り
が
あ
る 

や
や
ゆ
と
り
が
あ
る

ふ
つ
う 

や
や
苦
し
い 

苦
し
い 

無
回
答 

『
ゆ
と
り
が
あ
る
』 

『苦
し
い
』 

全 体 1,479 6.8 8.4 54.3 18.7 9.3 2.5 15.2 28.0 

昨
年
の
年
間
収
入
別 

80 万円未満 104 1.9 2.9 34.6 28.8 29.8 1.9 4.8 58.6 

80 万円～200 万円未満 335 0.9 2.7 47.2 30.7 17.3 1.2 3.6 48.0 

200 万円～300 万円未満 288 1.7 4.2 61.8 24.7 6.3 1.4 5.9 31.0 

300 万円～500 万円未満 290 5.9 9.3 67.9 11.7 2.8 2.4 15.2 14.5 

500 万円～750 万円未満 147 15.0 15.0 59.9 7.5 2.0 0.7 30.0 9.5 

750 万円～1,000 万円未満 72 25.0 20.8 47.2 2.8 4.2 0.0 45.8 7.0 

1,000 万円以上 89 34.8 30.3 30.3 2.2 1.1 1.1 65.1 3.3 

※ 『ゆとりがある』＝「ゆとりがある」＋「ややゆとりがある」 

※ 『苦しい』＝「やや苦しい」＋「苦しい」  

6.8 8.4 

54.3 

18.7 

9.3 

2.5 

0%

20%

40%

60%

ゆとりが

ある

ややゆとりが

ある

ふつう やや

苦しい

苦しい 無回答

回答者数

＝1,479人

『ゆとり

がある』

＝15.2％

『苦しい』

＝28.0％
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１２ 世帯の年間収入 

問 11 あなたの世帯（ご家族を含む）の昨年の年間収入総額（税込）はどのくらいですか。 

（１つに○） 

 

世帯の年間年収は、「80 万円～200 万円未満」22.7％、「300 万円～500 万円未満」19.6％、

「200 万円～300 万円未満」19.5％の順であり、“300 万円未満”の人が 49.2％と約半数を

占めている。 

 

図表３-２２ 世帯の年間収入 

※ 『300 万円未満』＝「80 万円未満」＋「80 万円～200 万円未満」 

＋「200 万円～300 万円未満」 

 

  

7.0 

22.7 

19.5 

19.6 

9.9 

4.9 

6.0 

10.4 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

80万円未満

80万円～200万円未満

200万円～300万円未満

300万円～500万円未満

500万円～750万円未満

750万円～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答 回答者数＝1,479人

『300万円

未満』

＝49.2％
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Ⅱ 健康や医療について 

１ 健康状態 

問 12 ふだんの健康状態について、①～⑧のそれぞれ１つに○をしてください。 

 

①治療中の病気がある人は 67.9％、②治療が必要だが治療をしていない病気がある人

は 7.8％、③1年以内に入院したことがある人は 11.1％となっている。 

また、⑤視力に支障がある人は 32.5％、⑦膝・腰痛で立ち歩きに支障がある人は 32.1％、

⑥聴力に支障がある人は 23.1％であり、④身体のどこかに麻痺部分がある人は 5.5％、⑧

虚弱で横になっていることが多い人は 8.0％となっている。 

 

図表３-２３ 健康状態 

 

  

67.9 

7.8 

11.1 

5.5 

32.5 

23.1 

32.1 

8.0 

27.9 

77.7 

80.8 

85.6 

60.8 

69.4 

61.9 

83.8 

4.3 

14.5 

8.1 

8.9 

6.8 

7.5 

5.9 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①現在、治療中の病気はありますか

②治療が必要と言われているが、

治療をしていない病気はありますか

③最近1年以内に入院しましたか

④身体のどこかに麻痺部分

(脳梗塞後など)はありますか

⑤ものが見えにくいなど、

視力に支障はありますか

⑥声が聞こえにくいなど、

聴力に支障はありますか

⑦膝・腰が痛く、立ち歩きに

支障がありますか

⑧虚弱で横になっていることが

多いですか

はい いいえ 無回答回答者数＝1,479人
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年齢別にみると、⑥聴力に支障がある人、及び⑦膝・腰痛で立ち歩きに支障がある人は、

年齢層が高くなるほど割合が高くなっている。⑥聴力に支障があるは、65～69 歳の 14.7％

から、85 歳以上では 40.2％に、⑦膝・腰痛で立ち歩きに支障がある人の割合は、65～69

歳の 24.4％から、85 歳以上では 52.6％に増加している。 

また、①治療中の病気がある人、及び③1年以内に入院している人の割合は、84 歳まで

は年齢層が高くなるにつれて割合も高くなっている。また、④身体のどこかに麻痺部分が

ある人及び⑤視力に支障がある人の割合は 80～84 歳以上を境に増加している。②治療が

必要だが治療をしていない病気がある人の割合は、加齢による顕著な差はみられない。 

 

図表３-２４ 健康状態 

  回
答
者
数
（人
） 

①治療中の

病気はあるか

②治療が必要 

だがしていない

病気はあるか

③1 年以内に 

入院したか 
 

④身体のどこ

かに麻痺部分

はあるか 

  

は
い 

い
い
え 

 

は
い 

い
い
え 

 

は
い 

い
い
え 

 

は
い 

い
い
え 

全 体 1,479 67.9 27.9 7.8 77.7 11.1 80.8  5.5 85.6

年
齢
別 

65～69 歳 430 63.0 34.2 9.1 82.8 9.1 86.3  4.9 89.5

70～74 歳 412 66.7 31.6 5.6 83.5 10.4 82.3  4.4 88.1

75～79 歳 335 73.1 21.5 7.2 73.7 12.2 77.9  5.4 83.3

80～84 歳 184 73.4 20.1 9.2 67.9 14.7 73.9  8.2 78.8

85 歳以上 97 68.0 21.6 6.2 67.0 8.2 77.3  8.2 78.4

 

  回
答
者
数
（人
） 

⑤視力に支障

はあるか 

⑥聴力に支障

はあるか 

⑦膝・腰痛で

立ち歩きに 

支障があるか 

 

⑧虚弱で横に

なっていること

が多いか 

  

は
い 

い
い
え 

 

は
い 

い
い
え 

 

は
い 

い
い
え 

 

は
い 

い
い
え 

全 体 1,479 32.5 60.8 23.1 69.4 32.1 61.9  8.0 83.8

年
齢
別 

65～69 歳 430 31.4 63.7 14.7 80.5 24.4 71.4  6.5 88.4

70～74 歳 412 32.0 62.9 21.1 73.3 24.5 70.9  5.6 88.6

75～79 歳 335 31.6 59.1 24.8 64.8 34.6 57.0  9.6 79.1

80～84 歳 184 34.8 56.0 33.2 57.1 51.1 41.3  12.0 75.5

85 歳以上 97 38.1 54.6 40.2 49.5 52.6 42.3  13.4 77.3

※ 「無回答」は掲載を省略している 
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２ 通院状況 

問 13 現在、病院や診療所等へ通院していますか。また、通院している方は、通院回数は

どのくらいですか。（１つに○） 

 

通院状況については、“通院している”（「数カ月に 1回程度」、「月 1回程度」、「月 2～3

回程度」、「週 1回程度以上」をあわせた割合）と回答した人が 77.5％であり、「通院して

いない」が 19.5％となっている。 

通院頻度は「月 1回程度」が 39.4％ともっとも高く、次いで「数カ月に 1回程度」16.3％、

「月 2～3回程度」15.1％、「週 1回程度以上」6.7％となっている。 

 

図表３-２５ 通院状況 

 

年齢別にみると、“通院している”人は、80～84 歳で 87.6％ともっとも高く、65～69

歳では 71.2％ともっとも低くなっている。 

 

図表３-２６ 通院状況 

  

回
答
者
数
（人
） 

通
院
し
て
い
な
い 

数
カ
月
に
1
回
程
度

月
1
回
程
度 

月
2
～
3
回
程
度

週
1
回
程
度
以
上 

無
回
答 

『通
院
し
て
い
る
』 

全 体 1,479 19.5 16.3 39.4 15.1 6.7 3.0 77.5 

年
齢
別 

65～69 歳 430 26.3 19.8 35.8 11.4 4.2 2.6 71.2 

70～74 歳 412 24.5 15.5 38.3 13.6 5.8 2.2 73.2 

75～79 歳 335 13.4 13.4 46.0 15.5 8.4 3.3 83.3 

80～84 歳 184 9.8 14.7 38.6 24.5 9.8 2.7 87.6 

85 歳以上 97 8.2 16.5 41.2 19.6 9.3 5.2 86.6 

※ 『通院している』＝「数カ月に 1回程度」＋「月 1回程度」＋「月 2～3回程度」 

＋「週 1回程度以上」 

19.5 

16.3 

39.4 

15.1 

6.7 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40%

通院していない

数カ月に1回程度

月1回程度

月2～3回程度

週1回程度以上

無回答 回答者数＝1,479人

『通院

している』

＝77.5％
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３ 通院している病院・診療所数 

問 13-1 問 13 で「数カ月に 1 回程度」「月 1 回程度」「月 2～3 回程度」「週 1 回程度以上」

に○をした方におうかがいします。通院している病院や診療所等は、何カ所あり

ますか。（１つに○） 

 

通院している病院・診療所数は、「1 カ所」が 49.3％と約半数を占めており、「2 カ所」

34.3％、「3カ所以上」12.9％となっている。 

 

図表３-２７ 通院している病院・診療所数 

  

1カ所

49.3%

2カ所

34.3%

3カ所以上

12.9%

無回答

3.5%

回答者数

＝1,146人
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４ かかりつけ医の有無 

問 14 ふだんから治療や指導を受けたり、健康について相談できる「かかりつけ医」が、自

宅近くにいますか。（１つに○） 

 

かかりつけ医がいる（「はい」と回答）人の割合は 66.7％であり、前回調査とほぼ同様

の結果となっている。 

 図表３-２８ かかりつけ医の有無 ＜前回調査＞ 

 

図表３-２９ かかりつけ医の有無 

年齢別にみると、かかりつけ医がいる

（「はい」と回答）人の割合は、75 歳以上

では 7割を超えている。 

居住地域別にみると、かかりつけ医がい

る（「はい」と回答）人の割合は清川地区で

57.0％ともっとも低く、その他の地域では

6割を超えている。 

 

 

 

  

  

回
答
者
数
（人
）

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全 体 1,479 66.7 30.5 2.8

年
齢
別 

65～69 歳 430 60.2 37.4 2.3

70～74 歳 412 65.5 33.0 1.5

75～79 歳 335 73.1 22.4 4.5

80～84 歳 184 70.1 28.3 1.6

85 歳以上 97 75.3 18.6 6.2

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 69.3 28.5 2.2

台東地区 211 69.7 28.9 1.4

蔵前地区 237 69.6 27.8 2.5

浅草地区 234 68.4 29.9 1.7

三ノ輪地区 203 66.5 29.6 3.9

松が谷地区 254 66.1 29.5 4.3

清川地区 179 57.0 40.2 2.8

はい

66.7%

いいえ

30.5%

無回答

2.8%

回答者数

＝1,479人

はい

69.2%

いいえ

26.4%

無回答

4.5%

回答者数

＝2,937人
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５ 病気や健康に関する相談場所 

問 15 病気の治療や健康については、どこに相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

病気や健康に関する相談場所は、「病院」67.0％、「診療所」24.2％の順となっている。 

図表３-３０ 病気や健康に関する相談場所（複数回答） 

 

６ 歯医者の受診状況 

問 16 過去１年間に、歯医者さんにかかったことはありますか。（１つに○） 

 

歯医者の受診状況をみると、「通院した」66.4％、「往診してもらった」0.8％をあわせ

た“歯科医にかかっている”人の割合は 67.2％であり、前回調査とほぼ同様の結果とな

っている。 

 図表３-３１ 歯医者の受診状況 ＜前回調査＞ 

 

  

67.0 

24.2 

2.6 

0.9 

5.9 

7.6 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80%

病院

診療所

人間ドック

保健所

その他

元気なので必要ない

無回答 回答者数＝1,479人

通院した

66.4%

往診して

もらった

0.8%

歯医者さん

にはかかって

いない

29.2%

無回答

3.6%

回答者数

＝1,479人

通院した

64.0%

往診しても

らった

1.2%

歯医者さんに

はかかってい

ない

28.8%

無回答

6.1%

回答者数

＝2,937人
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７ かかりつけ歯科医の有無 

問 17 ふだんから歯の治療や指導を受けたり、歯の健康について相談できる「かかりつけ

歯科医」が、自宅近くにいますか。（１つに○） 

 

かかりつけ歯科医がいる（「はい」と回答）人の割合は 72.1％であり、前回調査とほぼ同

様の結果となっている。 

 図表３-３２ かかりつけ歯科医の有無 ＜前回調査＞ 

 

図表３-３３ かかりつけ歯科医の有無 

年齢別にみると、かかりつけ歯科医がい

る（「はい」と回答）人の割合は、85 歳以

上で 67.0％ともっとも低く、75～79 歳で

77.6％ともっとも高いが、加齢による顕著

な差はみられない。 

居住地域別にみると、かかりつけ歯科医

がいる（「はい」と回答）人の割合は、谷中

地区が 77.4％ともっとも高く、清川地区が

64.2％ともっとも低くなっている。 

 

 

 

  

  

回
答
者
数
（人
）

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全 体 1,479 72.1 24.5 3.4

年
齢
別 

65～69 歳 430 68.6 29.3 2.1

70～74 歳 412 74.8 23.1 2.2

75～79 歳 335 77.6 19.1 3.3

80～84 歳 184 68.5 26.1 5.4

85 歳以上 97 67.0 25.8 7.2

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 77.4 20.4 2.2

台東地区 211 71.6 24.2 4.3

蔵前地区 237 74.3 24.9 0.8

浅草地区 234 73.5 24.4 2.1

三ノ輪地区 203 70.4 25.6 3.9

松が谷地区 254 75.2 20.9 3.9

清川地区 179 64.2 30.7 5.0

はい

72.1%

いいえ

24.5%

無回答

3.4%

回答者数

＝1,479人

はい

74.6%

いいえ

20.7%

無回答

4.7%

回答者数

＝2,937人
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８ 歯の健康に関する相談場所 

問 18 歯の健康や治療については、どこに相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

歯の健康に関する相談場所は、「歯科医院等」が 86.5％ともっとも高くなっている。 

 

 

図表３-３４ 歯の健康に関する相談場所（複数回答） 

 

  

86.5 

1.3 

0.1 

0.1 

4.2 

2.9 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科医院等

診療所

保健所

三ノ輪口腔ケアセンター

その他

歯が丈夫なので必要ない

無回答 回答者数＝1,479人
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９ 口内や歯の状態の満足度 

問 19 口の中や歯の状態（入れ歯を入れている状態を含みます）を、どのように感じていま

すか。（１つに○） 

 

口内や歯の状態の満足度は、「ほぼ満足している」44.2％、「やや不満だが、日常生活に

は困らない」42.9％であり、これらをあわせた 87.1％が“日常生活には困らない”と回

答している。全体的に前回調査とほぼ同様の結果となっている。 

 図表３-３５ 口内や歯の状態の満足度 ＜前回調査＞ 

 

年齢別にみると、加齢による顕著な差はみられない。 

 

図表３-３６ 口内や歯の状態の満足度 

  

回
答
者
数
（人
） 

ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る 

や
や
不
満
だ
が
、
日
常

生
活
に
は
困
ら
な
い 

不
自
由
や
苦
痛
を
感

じ
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

『
日
常
生
活
に
は
困
ら

な
い
』 

全 体 1,479 44.2 42.9 6.8 1.8 4.4 87.1 

年
齢
別 

65～69 歳 430 37.4 48.4 8.6 1.4 4.2 85.8 

70～74 歳 412 49.8 40.0 4.9 1.5 3.9 89.8 

75～79 歳 335 46.9 41.8 5.7 1.8 3.9 88.7 

80～84 歳 184 41.8 40.8 8.2 3.3 6.0 82.6 

85 歳以上 97 48.5 38.1 8.2 1.0 4.1 86.6 

※ 『日常生活には困らない』＝「ほぼ満足している」＋「やや不満だが、日常生活に

は困らない」  

ほぼ満足

している

44.2%

やや不満だが、

日常生活には

困らない

42.9%

不自由や

苦痛を感じて

いる

6.8%

その他

1.8%

無回答

4.4%

回答者数

＝1,479人

ほぼ満足

している

41.6%

やや不満だが、

日常生活には

困らない

44.5%

不自由や

苦痛を感じて

いる

6.4%

その他

1.4%

無回答

6.1%

回答者数

＝2,937人
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１０ 食事のとき気になること 

問 20 食事などのときに、次のことで気になることはありますか。（それぞれ１つに○） 

 

食事などのとき、①お茶や汁物でむせることがある人は 17.3％、②口の渇きが気にな

る人は 20.4％となっている。 

一方、「いいえ」と回答した人は、いずれも前回調査に比べて高い割合となっている。 

 

図表３-３７ 食事のとき気になること 

 

年齢別にみると、①お茶や汁物でむせることがある人は年齢が高い層に割合が高く、80

歳以上では 2割を超えている。②口の渇きが気になる人の割合は、加齢による顕著な差は

みられない。 

図表３-３８ 食事のとき気になること 

  回
答
者
数
（人
） 

①お茶や汁物で 

むせたことがあるか 

②口の渇きが 

気になるか 

  

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全 体 1,479 17.3 78.6 4.1 20.4 74.6 5.0 

年
齢
別 

65～69 歳 430 14.2 83.3 2.6 19.5 76.7 3.7 

70～74 歳 412 16.3 81.1 2.7 17.7 78.2 4.1 

75～79 歳 335 18.8 76.4 4.8 25.7 69.3 5.1 

80～84 歳 184 21.7 70.7 7.6 19.6 71.7 8.7 

85 歳以上 97 21.6 70.1 8.2 21.6 72.2 6.2 

  

17.3 

16.5 

20.4 

18.9 

78.6 

71.4 

74.6 

67.6 

4.1 

12.0 

5.0 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①お茶や汁物でむせる

ことがありますか（1,479）

前回調査（2,937）

②口の渇きが気に

なりますか（1,479）

前回調査（2,937）

はい いいえ 無回答（ ）内は回答者数
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１１ かかりつけ薬局の有無 

問 21 ふだんから身近な地域で薬の相談ができる「かかりつけ薬局」がありますか。 

（１つに○） 

 

かかりつけ薬局がある（「はい」と回答）人の割合 52.8％であり、前回調査とほぼ同様

の結果となっている。 

 

 図表３-３９ かかりつけ薬局の有無 ＜前回調査＞ 

 

図表３-４０ かかりつけ薬局の有無 

年齢別にみると、かかりつけ薬局がある

（「はい」と回答）人は、84 歳までは年齢

層が高くなるほど割合が高くなっており、

80～84 歳では 60.3％となっている。 

居住地域別にみると、清川地区は他に比

べてかかりつけ薬局がある（「はい」と回答）

人の割合が低くなっている。 

 

 

 

  

  

回
答
者
数
（人
）

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全 体 1,479 52.8 45.0 2.2

年
齢
別 

65～69 歳 430 47.7 50.7 1.6

70～74 歳 412 48.5 50.2 1.2

75～79 歳 335 58.8 38.8 2.4

80～84 歳 184 60.3 34.8 4.9

85 歳以上 97 58.8 39.2 2.1

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 51.1 46.7 2.2

台東地区 211 49.3 49.3 1.4

蔵前地区 237 54.9 44.3 0.8

浅草地区 234 54.7 43.6 1.7

三ノ輪地区 203 60.1 36.9 3.0

松が谷地区 254 53.5 43.3 3.1

清川地区 179 44.7 52.5 2.8

はい

52.8%

いいえ

45.0%

無回答

2.2%

回答者数

＝1,479人

はい

52.6%いいえ

41.5%

無回答

5.9%

回答者数

＝2,937人
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１２ 自身の管理による服薬の可否 

問 22 主治医から処方された薬を、自分で管理して、指示どおりに飲むことができますか。 

（１つに○） 

 

自身の管理による服薬の可否は、「飲める」と回答した人が 86.8％を占めており、「た

まに忘れる」4.4％、「よく忘れる」0.3％、「自分一人では飲めない」0.8％となっている。 

また、「飲める」（前回調査は「できる」）と回答した人は、前回調査より 4.8 ポイント

高くなっている。 

 

 図表３-４１ 自身の管理による服薬の可否 ＜前回調査＞ 

 

図表３-４２ 自身の管理による服薬の可否 

年齢別にみると、年齢

層にかかわらず 85％以

上の人が「飲める」と回

答している。一方、「自

分一人では飲めない」と

回答した人は、年齢層が

高くなるほど割合が高

くなっており、85 歳以上

では 6.2％となっている。 

  

  

回
答
者
数
（人
）

飲
め
る 

た
ま
に
忘
れ
る

よ
く
忘
れ
る 

自
分
一
人
で
は

飲
め
な
い 

そ
の
他 

処
方
さ
れ
た
薬

は
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 86.8 4.4 0.3 0.8 0.3 5.4 1.9

年
齢
別 

65～69 歳 430 87.2 2.3 0.5 0.0 0.2 8.1 1.6

70～74 歳 412 85.0 4.6 0.2 0.2 0.5 7.5 1.9

75～79 歳 335 88.4 6.0 0.0 0.6 0.3 2.4 2.4

80～84 歳 184 88.6 5.4 1.1 1.6 0.0 1.1 2.2

85 歳以上 97 86.6 3.1 0.0 6.2 1.0 3.1 0.0

できる

82.0%

たまに忘れる

6.5%

家族に手伝って

もらっている

0.8%

飲めない

0.1%

その他

0.1%

処方された

薬はない

5.5% 無回答

5.1%

回答者数

＝2,937人

飲める

86.8%

たまに忘れる

4.4%

よく忘れる

0.3%

自分一人では

飲めない

0.8%

その他

0.3%

処方された

薬はない

5.4% 無回答

1.9%

回答者数

＝1,479人
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１３ 薬についての相談場所 

問 23 薬の飲み合わせや副作用については、どこに相談しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

薬についての相談場所は、「病院」44.8％、「薬局」36.6％、「診療所」14.3％の順とな

っている。また、「特にない」と回答した人は 21.0％となっている。 

 

図表３-４３ 薬についての相談場所（複数回答） 

 

１４ 在宅療養に対する意向 

問 24 脳卒中の後遺症や末期がんなどで療養が必要になった場合、自宅で往診などの医

療や介護サービスを受けながら生活する「在宅療養」を希望しますか。 

（近いもの１つに○） 

在宅療養に対する意向は、「希望する」と回答した人が 34.8％である。一方、「希望し

ない」と回答した人は 15.1％であり、「希望する」が「希望しない」を 19.7 ポイント上

回っている。また、「わからない」と回答した人も 47.1％と半数近くを占めている。 

 

図表３-４４ 在宅療養に対する意向  

44.8 

36.6 

14.3 

1.8 

21.0 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

病院

薬局

診療所

その他

特にない

無回答

回答者数

＝1,479人

34.8 

0.4 

15.1 

47.1 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

希望する

現在、在宅療養を

している

希望しない

わからない

無回答 回答者数＝1,479人
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家族構成別にみると、夫婦のみ世帯（配偶者は 65 歳以上）の人において、「希望する」

と回答した人の割合がもっとも高いが、いずれの世帯も 3割前後となっている。 

図表３-４５ 在宅療養に対する意向 

年齢別にみると、65～74 歳に比べて 75 歳以上の年齢層に「希望する」と回答した人の

割合が高くなっている。 

かかりつけ医、歯科医、薬局の有無別にみると、いずれもある人のほうが「希望する」

と回答した人の割合が高くなっている。 

図表３-４６ 在宅療養に対する意向 

  

回
答
者
数
（人
）

希
望
す
る 

現
在
、
在
宅
療

養
を
し
て
い
る

希
望
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 34.8 0.4 15.1 47.1 2.6 

年
齢
別 

65～69 歳 430 30.2 0.5 14.9 52.8 1.6 

70～74 歳 412 34.0 0.0 16.0 47.3 2.7 

75～79 歳 335 38.8 0.6 14.6 43.3 2.7 

80～84 歳 184 36.4 0.5 17.4 41.8 3.8 

85 歳以上 97 39.2 1.0 9.3 47.4 3.1 

か
か
り
つ
け

医 

あり 987 37.0 0.4 14.9 45.8 1.9 

なし 451 31.0 0.2 16.0 49.9 2.9 

か
か
り
つ
け 

歯
科
医 

あり 1,067 37.2 0.3 15.0 46.2 1.3 

なし 362 29.8 0.8 15.5 52.5 1.4 

か
か
り
つ
け 

薬
局 

あり 781 37.1 0.8 15.2 45.1 1.8 

なし 666 32.6 0.0 15.0 51.4 1.1 

34.8 

31.5 

38.8 

34.0 

26.5 

34.5 

0.4

0.7

0.6

0.0

0.0

0.0

15.1

14.9

16.2

12.8

26.5

13.8

47.1 

48.6 

42.9 

51.1 

47.1 

50.0 

2.6 

4.2 

1.5 

2.1 

0.0 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1,479）

ひとり暮らし（403）

夫婦のみ世帯（469）

（配偶者は65歳以上）

夫婦のみ世帯（47）

（配偶者は64歳以下）

世帯全員が65歳以上（34）

その他の世帯（484）

希望

する

現在、

在宅療養

をしている

希望

しない

わから

ない

無回答（ ）内は回答者数
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Ⅲ 日常生活や介護予防について 

１ 会話の頻度 

問 25 あなたは、ふだん、どのくらいご家族（同居を含む）・ご親族や知人等と会話をしてい

ますか（電話やメールを含む）。（１つに○） 

 

家族や親族・知人等との会話の頻度は、「毎日」と回答した人が 74.1％を占めている。

一方、「ほとんど話をしない」と回答した人は 7.0％となっている。 

 

図表３-４７ 会話の頻度 

 

  

74.1 

7.4 

4.2 

5.1 

7.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

毎日

2～3日に1回

1週間に1回

月1～2回

ほとんど話をしない

無回答
回答者数＝1,479人
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家族構成別にみると、夫婦のみ世帯（配偶者は 65 歳以上）の 85.5％、その他の世帯の

91.9％が「毎日」と回答しているのに対し、ひとり暮らしの人では 37.7％であり、18.1％

の人が「ほとんど話をしない」と回答している。 

 

図表３-４８ 会話の頻度 

 

日中・夜間の独居状況別にみると、昼夜とも一人で過ごすことが多い人で「毎日」会話

をすると回答した人は 33.0％であり、「ほとんど話をしない」と回答した人は 21.1％とな

っている。 

図表３-４９ 会話の頻度 

  

74.1 

37.7 

85.5 

87.2 

85.3 

91.9 

7.4 

17.6 

5.1 

2.1 

2.9 

1.7 

4.2 

10.2 

3.2 

2.1 

2.9 

0.8 

5.1 

11.7 

2.8 

4.3 

2.9 

2.3 

7.0 

18.1 

2.8 

4.3 

5.9 

1.9 

2.2 

4.7 

0.6 

0.0 

0.0 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1,479）

ひとり暮らし（403）

夫婦のみ世帯（配偶者

は65歳以上）（469）

夫婦のみ世帯（配偶者

は64歳以下）（47）

世帯全員が65歳以上（34）

その他の世帯（484）

毎日 2～3日

に1回

1週間

に1回

月

1～2回

ほとんど

話をしない

無回答（ ）内は回答者数

74.1 

33.0 

79.5 

55.9 

90.6 

7.4 

19.5 

4.8 

13.7 

2.8 

4.2 

12.3 

2.4 

4.9 

1.6 

5.1 

10.4 

5.4 

13.7 

2.0 

7.0 

21.1 

4.8 

6.9 

2.0 

2.2 

3.8 

3.0 

4.9 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1479）

昼夜とも一人で過ごす

ことが多い（318）

昼は一人で過ごす

ことが多い（166）

夜は一人で過ごす

ことが多い（102）

一人で過ごすことは

あまりない（853）

毎日 2～3日

に1回

1週間

に1回

月

1～2回

ほとんど

話をしない

無回答（ ）内は回答者数
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２ 外出頻度 

問 26 １週間でどのくらい外出しますか。（１つに○） 

 

外出頻度は、「ほぼ毎日」が 55.4％と過半数を占めている。次いで「週 2～3日」17.5％、

「週 4～5 日」17.2％だが、「ほとんど外出しない」と回答した人も 3.2％となっている。 

 

図表３-５０ 外出頻度 

 

年齢別にみると、年齢層が高くなるほど外出頻度も低くなっており、「ほとんど外出し

ない」と回答した人は、85 歳以上では 9.3％となっている。 

 

図表３-５１ 外出頻度 

  

回
答
者
数
（人
）

ほ
ぼ
毎
日 

週
4
～
5
日 

週
2
～
3
日 

週
1
日 

ほ
と
ん
ど
外
出

し
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 55.4 17.2 17.5 4.9 3.2 1.6 

年
齢
別 

65～69 歳 430 60.0 16.5 14.2 5.3 2.8 1.2 

70～74 歳 412 56.8 18.7 17.0 3.9 1.9 1.7 

75～79 歳 335 54.3 17.3 18.2 6.3 3.0 0.9 

80～84 歳 184 45.7 17.9 25.0 4.3 4.3 2.7 

85 歳以上 97 47.4 14.4 20.6 5.2 9.3 3.1 

 

  

55.4 

17.2 

17.5 

4.9 

3.2 

1.6 

0% 20% 40% 60%

ほぼ毎日

週4～5日

週2～3日

週1日

ほとんど外出しない

無回答
回答者数＝1,479人
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３ 外出目的 

問 27 どのような用事で外出しますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

外出目的は、「買い物」が76.6％ともっとも高く、次いで「郵便局や銀行の手続き」48.2％、

「通院」45.2％だが、「散歩」42.1％、「家族や友人との付き合い」41.1％、「趣味やスポ

ーツ」35.1％、「仕事や地域活動」33.6％など、付き合いや趣味での外出も多い。 

図表３-５２ 外出目的（複数回答） 

年齢別にみると、「買い物」や「散歩」、「郵便局や銀行の手続き」に関しては、加齢に

よる顕著な差みられないが、「仕事や地域活動」、「家族や友人との付き合い」は、年齢層

が高くなるほど割合は低くなっている。 

図表３-５３ 外出目的 

  

回
答
者
数
（人
）

買
い
物 

郵
便
局
や
銀
行

の
手
続
き 

通
院 

散
歩 

家
族
や
友
人
と

の
付
き
合
い 

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

仕
事
や
地
域
活

動 そ
の
他 

無
回
答 

全 体 1,479 76.6 48.2 45.2 42.1 41.1 35.1 33.6 4.7 1.8

年
齢
別 

65～69 歳 430 77.7 44.4 36.5 42.8 44.7 33.5 44.7 4.2 1.6

70～74 歳 412 74.3 46.6 40.8 43.2 41.3 40.3 35.2 4.1 3.4

75～79 歳 335 78.5 49.9 50.7 41.5 41.2 35.8 31.9 4.8 0.6

80～84 歳 184 78.8 57.6 58.2 37.5 38.6 34.8 19.6 7.6 0.5

85 歳以上 97 73.2 49.5 59.8 43.3 30.9 21.6 11.3 4.1 1.0

76.6 

48.2 

45.2 

42.1 

41.1 

35.1 

33.6 

4.7 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

郵便局や銀行の手続き

通院

散歩

家族や友人との付き合い

趣味やスポーツ

仕事や地域活動

その他

無回答
回答者数＝1,479人
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４ 日常生活の中で支援してほしいこと 

問 28 日常生活の中で、家族等の手助けが受けられないため、支援してほしいと思うこと

はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

日常生活の中で“支援してほしいことがある”人は 13.4％（100％から「特にない」と

「無回答」を除いた割合）であり、希望する主な支援は「電球の交換や衣替え」5.3％、

「掃除・洗濯・布団干し」4.9％、「買い物」4.0％である。一方、「特にない」と回答した

人は 80.2％となっている。 

 

図表３-５４ 日常生活の中で支援してほしいこと（複数回答） ＜前回調査＞ 

※ 『支援してほしいことがある』＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

 

  

3.8 

3.0 

2.2 

1.2 

1.7 

2.3 

1.2 

0.5 

0.6 

72.7 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掃除・洗濯・布団干し

買い物

食事の支度や後片付

け

定期的な声かけ・訪問

などの見守り

ゴミ出し

話し相手

外出の付き添い（通

院・散歩など）

金銭管理

その他

特にない

無回答
回答者数＝2,937人

『支援してほしい

ことがある』

＝9.0％

選択肢なし

選択肢なし 

5.3 

4.9 

4.0 

3.1 

2.0 

1.6 

1.5 

1.4 

1.3 

80.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電球の交換や衣替え

掃除・洗濯・布団干し

買い物

食事づくり

定期的な声かけ・

訪問などの見守り

ゴミ出し

話し相手

外出の付き添い

（通院・散歩など）

金銭管理

その他

特にない

無回答
回答者数＝1,479人

『支援してほしい

ことがある』

＝13.4％
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年齢別にみると、年齢層が高くなるにつれて支援を望む人の割合も高くなっている。 

家族構成別にみると、ひとり暮らしの人では「特にない」と回答した人が 67.7％であ

り、他に比べて支援を望む人の割合が高くなっている。 

居住地域別にみると、蔵前地区は“支援してほしいことがある”人が 16.0％ともっと

も高い割合となっている。 

 

図表３-５５ 日常生活の中で支援してほしいこと 

  

回
答
者
数
（人
） 

電
球
の
交
換
や
衣
替
え 

掃
除
・
洗
濯
・
布
団
干
し 

買
い
物 

食
事
づ
く
り 

定
期
的
な
声
か
け
・
訪
問

な
ど
の
見
守
り 

ゴ
ミ
出
し 

話
し
相
手 

外
出
の
付
き
添
い
（
通
院
・

散
歩
な
ど
） 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

『
支
援
し
て
ほ
し
い
こ
と
が

あ
る
』 

全 体 1,479 5.3 4.9 4.0 3.1 2.0 1.6 1.5 1.4 1.3 80.2 6.4 13.4

年
齢
別 

65～69 歳 430 4.0 3.7 4.4 2.8 1.6 1.4 0.9 0.7 1.6 83.3 6.0 10.7

70～74 歳 412 3.4 3.2 2.2 2.7 1.2 0.7 0.7 0.7 0.7 84.0 6.6 9.4

75～79 歳 335 6.9 5.1 4.5 2.1 2.4 2.1 2.4 2.1 1.2 78.5 5.7 15.8

80～84 歳 184 7.6 8.2 5.4 4.3 3.3 2.7 1.6 2.7 1.6 73.9 7.6 18.5

85 歳以上 97 10.3 11.3 6.2 8.2 3.1 3.1 3.1 2.1 2.1 70.1 5.2 24.7

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 403 10.4 8.2 7.4 5.7 4.0 2.5 4.0 2.2 2.5 67.7 6.9 25.4

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 65 歳以上） 
469 4.1 4.5 3.0 1.9 1.3 0.9 0.6 0.4 0.9 81.9 6.8 11.3

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 64 歳以下） 
47 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 93.6 4.3 2.1

世帯全員が 65 歳以上 34 0.0 2.9 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 88.2 5.9 5.9

その他の世帯 484 3.5 3.5 2.5 2.7 1.4 1.7 0.6 1.2 0.6 88.2 4.5 7.3

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 6.6 3.6 2.2 3.6 2.2 2.2 0.7 0.7 0.0 79.6 7.3 13.1

台東地区 211 5.7 4.3 4.3 1.9 1.4 1.4 1.9 0.9 1.9 81.5 5.7 12.8

蔵前地区 237 8.4 5.5 5.5 2.5 1.7 1.3 1.3 1.3 1.7 81.9 2.1 16.0

浅草地区 234 5.6 7.3 3.4 4.7 3.8 3.0 1.7 1.7 0.9 79.9 6.0 14.1

三ノ輪地区 203 2.0 1.5 2.0 2.0 1.5 0.5 1.5 0.5 2.5 79.8 10.3 9.9

松が谷地区 254 4.3 4.3 3.9 2.4 0.8 0.4 1.2 0.8 1.2 81.1 6.7 12.2

清川地区 179 5.0 7.3 6.1 4.5 2.8 2.8 2.2 3.4 0.6 78.2 6.1 15.7

※ 『支援してほしいことがある』＝100％－「特にない」－「無回答」 
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５ 介護予防のために心がけていること 

問 29 介護が必要にならないように、日ごろから心がけていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

介護予防のために“心がけていることがある”（100％から「特に心がけていることはな

い」と「無回答」を除いた割合）と回答した人は、全体の 83.2％であり、介護予防に対

する意識が高いことがうかがえる。内容としては、「栄養の偏りや食べすぎなど、食生活

に気をつける」64.1％、「散歩や体操、スポーツなどをする」51.1％、「健診や診療を定期

的に受けるなど、病気を予防・早期発見する」42.3％などとなっている。 

 

図表３-５６ 介護予防のために心がけていること（複数回答） 

※ 『心がけていることがある』＝100％－「特に心がけていることはない」－「無回答」 

 

 

  

64.1 

51.1 

42.3 

35.0 

20.8 

5.3 

3.4 

14.9 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

栄養の偏りや食べすぎなど、

食生活に気をつける

散歩や体操、スポーツなどをする

健診や診療を定期的に受けるなど、

病気を予防・早期発見する

友人と交流したり、

地域の活動に参加する

物忘れをしないよう、

脳のトレーニングをする

健康や介護予防のための

教室などに参加する

その他

特に心がけていることはない

無回答
回答者数＝1,479人

『心がけて

いることが

ある』

＝83.2％
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年齢別にみると、“心がけていることがある”と回答した割合がもっとも高いのは 80～

84 歳で 88.0％、もっとも低いのは 65～69 歳で 80.7％となっている。80～84 歳では「友

人と交流したり、地域の活動に参加する」と「物忘れをしないよう、脳のトレーニングを

する」と回答した人が、他の年齢層に比べて高い割合となっている。 

 

図表３-５７ 介護予防のために心がけていること 

  

回
答
者
数
（人
） 

栄
養
の
偏
り
や
食
べ
す
ぎ
な
ど
、

食
生
活
に
気
を
つ
け
る 

散
歩
や
体
操
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

す
る 

健
診
や
診
療
を
定
期
的
に
受
け

る
な
ど
、
病
気
を
予
防
・
早
期
発

見
す
る 

友
人
と
交
流
し
た
り
、
地
域
の
活

動
に
参
加
す
る 

物
忘
れ
を
し
な
い
よ
う
、
脳
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る 

健
康
や
介
護
予
防
の
た
め
の
教

室
な
ど
に
参
加
す
る 

そ
の
他 

特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

『心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
』 

全 体 1,479 64.1 51.1 42.3 35.0 20.8 5.3 3.4 14.9 1.9 83.2

年
齢
別 

65～69 歳 430 61.9 50.5 40.5 33.7 14.7 3.5 2.8 17.9 1.4 80.7

70～74 歳 412 65.5 56.8 37.1 35.0 19.9 3.6 3.2 15.3 3.4 81.3

75～79 歳 335 64.5 50.7 47.8 37.3 23.9 7.5 3.6 12.8 0.9 86.3

80～84 歳 184 65.2 46.2 46.7 40.8 29.9 9.2 4.3 10.9 1.1 88.0

85 歳以上 97 68.0 42.3 49.5 24.7 25.8 7.2 3.1 13.4 0.0 86.6

※ 『心がけていることがある』＝100％－「特に心がけていることはない」－「無回答」 
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６ 参加したい介護予防教室 

問 30 区では「介護予防教室」を行っていますが、次のうち、あなたが参加したいと思うも

のはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

参加したい介護予防教室は、「軽い体操やトレーニング器具を使った筋力向上運動教室」

29.1％、「創作活動やゲーム・読み書き・身体を動かすなど、脳を活性化する脳トレーニ

ング教室」20.6％、「栄養バランスの偏りをなくし、健康な生活を送るための栄養改善教

室」15.2％などとなっている。 

前回調査と比較すると、どの教室についても今回調査のほうが割合は高く、「軽い体操

やトレーニング器具を使った筋力向上運動教室」は 5.9 ポイント高くなっている。 

 

 図表３-５８ 参加したい介護予防教室（複数回答） ＜前回調査＞ 

 

  

23.2 

15.7 

13.4 

11.0 

9.7 

7.5 

1.1 

45.7 

14.6 

0% 20% 40% 60%

軽い体操やトレーニング器具を

使った筋力向上運動教室

創作活動やゲーム・読み書き・

身体を動かすなど、脳を活性化

する脳トレーニング教室

栄養バランスの偏りをなくし、

健康な生活を送るための栄養改善教室

転倒予防のための、足指や爪の

お手入れ知識と方法を学ぶフットケア教室

尿もれを予防・改善するための

知識と体操を学ぶ教室

口の中を清潔にし、いつまでも美味しく

食べるための口の機能向上教室

その他

特にない

無回答
回答者数＝2,937人

29.1 

20.6 

15.2 

11.3 

10.8 

9.4 

1.4 

51.0 

3.1 

0% 20% 40% 60%

軽い体操やトレーニング器具を

使った筋力向上運動教室

創作活動やゲーム・読み書き・

身体を動かすなど、脳を活性化

する脳トレーニング教室

栄養バランスの偏りをなくし、

健康な生活を送るための栄養改善教室

転倒予防のための、足指や爪の

お手入れ知識と方法を学ぶフットケア教室

尿もれを予防・改善するための

知識と体操を学ぶ教室

口の中を清潔にし、いつまでも美味しく

食べるための口の機能向上教室

その他

特にない

無回答
回答者数＝1,479人
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７ 参加したいと思わない理由 

問 30-1 問 30 で「特にない」に○をした方におうかがいします。 介護予防教室に参加した

いと思わない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

参加したいと思わない理由は、「自分で気をつけて実践している」が 42.1％ともっと高

く、次いで「健康なので介護予防は必要はない」24.6％、「忙しい」18.5％、「通うのが面

倒、おっくう」14.7％などとなっている。 

 

図表３-５９ 参加したいと思わない理由（複数回答） 

 

  

42.1 

24.6 

18.5 

14.7 

9.5 

7.5 

3.8 

21.9 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分で気をつけて実践している

健康なので

介護予防は必要はない

忙しい

通うのが面倒、おっくう

内容にあまり興味がない

一人では参加しづらい

その他

特に理由はない

無回答
回答者数＝755人
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年齢別にみると、年齢層にかかわらず、「自分で気をつけて実践している」がもっとも

高い。次いで、65～79 歳では「健康なので介護予防は必要はない」、80～84 歳では「通う

のが面倒、おっくう」、85 歳以上では「一人では参加しづらい」が高い割合となっている。 

 

図表３-６０ 参加したいと思わない理由 

  

回
答
者
数
（人
） 

自
分
で
気
を
つ
け
て
実
践 

し
て
い
る 

健
康
な
の
で
介
護
予
防
は 

必
要
は
な
い 

忙
し
い 

通
う
の
が
面
倒
、
お
っ
く
う 

内
容
に
あ
ま
り
興
味
が
な
い

一
人
で
は
参
加
し
づ
ら
い 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

全 体 755 42.1 24.6 18.5 14.7 9.5 7.5 3.8 21.9 0.4

年
齢
別 

65～69 歳 226 42.5 27.0 17.7 13.7 9.3 6.2 2.2 20.4 1.3

70～74 歳 199 41.7 31.7 22.1 13.6 11.6 7.0 4.0 20.6 0.0

75～79 歳 152 36.8 23.0 20.4 13.8 8.6 4.6 5.3 22.4 0.0

80～84 歳 106 46.2 16.0 16.0 19.8 7.5 11.3 2.8 22.6 0.0

85 歳以上 57 45.6 15.8 10.5 14.0 8.8 17.5 8.8 26.3 0.0
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Ⅳ 社会参加や地域とのかかわりについて 

１ 就労状況 

問 31 あなたは現在、収入のある仕事をしていますか。（１つに○） 

 

「仕事をしている」と回答した人は 39.6％であり、前回調査とほぼ同様の結果となっ

ている。 

 

 図表３-６１ 就労状況 ＜前回調査＞ 

 

 

  

仕事を

している

39.6%

仕事を

していない

57.9%

無回答

2.6%

回答者数

＝1,479人

仕事を

している

39.8%

仕事を

していない

56.2%

無回答

4.1%

回答者数

＝2,937人
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性別にみると、仕事をしている人の割合は、男性が 47.2％、女性は 33.1％となってい

る。 

年齢別にみると、年齢層が低いほど仕事をしている人の割合が高く、65～69 歳では

53.3％、75～79 歳では 35.8％、85 歳以上では 15.5％となっている。 

 

 

図表３-６２ 就労状況 

 

 

 

  

57.9

50.7

64.3

45.6

51.9

62.4

79.9

80.4

2.6

2.1

2.6

1.2

3.2

1.8

3.8

4.1

39.6

47.2

33.1

53.3

44.9

35.8

16.3

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1479）

男性（655）

女性（798）

65～69歳（430）

70～74歳（412）

75～79歳（335）

80～84歳（184）

85歳以上（97）

仕事をしている 仕事をしていない 無回答（ ）内は回答者数
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２ 就労意向 

問 32 今後、仕事をしたい、または、続けたいと思いますか。（１つに○） 

 

就労意向を示している人は 46.2％（「会社に勤務したい」、「家業（自営業）や家業の手

伝いをしたい」、「シルバー人材センターを通じた仕事をしたい」、「その他」をあわせた割

合）であり、就労形態としては、「家業（自営業）や家業の手伝いをしたい」17.4％に次

いで、「シルバー人材センターを通じた仕事をしたい」9.1％、「会社に勤務したい」7.5％

となっている。 

図表３-６３ 就労意向 

 

※ 『就労したい』＝「会社に勤務したい」＋「家業（自営業）や家業の手伝いをしたい」 

＋「シルバー人材センターを通じた仕事をしたい」＋「その他」 

 

  

7.5 

17.4 

9.1 

12.2 

19.8 

22.4 

11.6 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

会社に勤務したい

家業（自営業）や家業の

手伝いをしたい

シルバー人材センターを

通じた仕事をしたい

その他

仕事をするつもりはない・

する必要がない

仕事はできない

無回答

回答者数＝1,479人

『就労

したい』

＝46.2％
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性別にみると、就労意向を示した人の割合は、男性 53.2％、女性 40.7％であり、仕事

をしている人（63 ページ参照）に比べて男性は 6.0 ポイント、女性は 7.6 ポイント高く

なっている。 

年齢別にみると、65～69 歳が 63.0％、75～79 歳が 38.2％、85 歳以上が 23.8％と低く 

なっていくが、「家業（自営業）や家業の手伝いをしたい」と回答した人は 85 歳以上で

も 13.4％となっている。 

 

図表３-６４ 就労意向 

※ 『就労したい』＝「会社に勤務したい」＋「家業（自営業）や家業の手伝いをしたい」 

＋「シルバー人材センターを通じた仕事をしたい」＋「その他」 

 

  

7.5 

10.5 

5.1 

14.7 

8.3 

2.4 

1.1 

2.1 

17.4

19.7

15.4

18.1

20.6

15.8

13.0

13.4

9.1

9.9

8.5

12.3

9.2

9.0

3.8

5.2

12.2

13.1

11.7

17.9

13.1

11.0

3.8

3.1

19.8

18.9

20.7

16.3

20.9

19.7

22.8

27.8

22.4

18.5

25.6

12.8

16.3

27.8

41.8

35.1

11.6

9.3

13.0

7.9

11.7

14.3

13.6

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1479）

男性（655）

女性（798）

65～69歳（430）

70～74歳（412）

75～79歳（335）

80～84歳（184）

85歳以上（97）

会社に

勤務

したい

家業

（自営業）

や家業の

手伝いを

したい

シルバー

人材センター

を通じた

仕事をしたい

その他 仕事をする

つもりはない

・する必要が

ない

仕事は

できない

無回答
（ ）内は

回答者数

『就労したい』

46.2％

53.2％

40.7％

63.0％

51.2％

38.2％

21.7％

23.8％
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３ 地域活動状況 

問 33 現在、参加している地域活動や講座はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

地域活動状況については、38.4％が“参加している”（100％から「参加していない」と

「無回答」を除いた割合）と回答している。具体的には、「町会・自治会、老人クラブな

どの活動」19.9％、「趣味や教養活動」が 14.8％、「健康づくり・スポーツ活動」12.2％、

「ボランティアやＮＰＯ活動」5.6％となっている。 

 

図表３-６５ 地域活動状況（複数回答） 

※ 『参加している』＝100％－「参加していない」－「無回答」 

 

 

  

19.9 

14.8 

12.2 

5.6 

2.9 

59.1 

2.5 

0% 20% 40% 60%

町会・自治会、老人

クラブなどの活動

趣味や教養活動

健康づくり・

スポーツ活動

ボランティア

やＮＰＯ活動

その他

参加していない

無回答
回答者数＝1,479人

『参加して

いる』

＝38.4％
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性別にみると、「参加していない」割合は、男性 63.8％と、女性 55.0％に比べて高くな

っている。 

年齢別にみると、「参加していない」割合がもっとも高いのは、65～69 歳の年齢層であ

る。「健康づくり・スポーツ活動」、「町会・自治会、老人クラブなどの活動」及び「ボラ

ンティアやＮＰＯ活動」に参加している人の割合は、いずれも 80～84 歳の年齢層がもっと

も高くなっている。 

困ったときに頼れる人の有無別にみると、頼れる人がいない人は「参加していない」割

合が 73.9％と、他に比べて高くなっている。 

会話の頻度別にみると、会話の頻度が少ないほど「参加していない」割合が高く、ほと

んど話をしない人では 78.6％となっている。 

 

図表３-６６ 地域活動状況 

  

回
答
者
数
（人
） 

町
会
・
自
治
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
活
動 

趣
味
や
教
養
活
動 

健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動 

そ
の
他 

参
加
し
て
い
な
い 

無
回
答 

『参
加
し
て
い
る
』 

全 体 1,479 19.9 14.8 12.2 5.6 2.9 59.1 2.5 38.4 

性
別 

男性 655 19.7 9.9 8.5 4.1 1.8 63.8 2.1 34.1 

女性 798 20.3 19.3 14.9 7.0 3.9 55.0 2.6 42.4 

年
齢
別 

65～69 歳 430 15.6 12.1 11.9 4.7 3.0 64.7 0.9 34.4 

70～74 歳 412 19.4 16.3 12.1 6.6 2.4 58.3 2.2 39.5 

75～79 歳 335 23.6 20.3 12.5 5.1 3.6 53.1 2.4 44.5 

80～84 歳 184 24.5 12.0 13.6 8.7 2.2 56.5 6.0 37.5 

85 歳以上 97 19.6 9.3 11.3 1.0 4.1 63.9 3.1 33.0 

頼
れ
る
人
の
有
無
別 

同居している・近所に住ん

でいる 877 23.1 15.4 13.5 6.4 3.1 55.8 1.9 42.3 

同居・近所ではないが、 

行き来できる所にいる 351 18.5 16.5 11.7 4.8 2.6 60.4 2.0 37.6 

いるが、行き来できる所に

は住んでいない 103 15.5 15.5 12.6 5.8 2.9 65.0 1.9 33.1 

いない 115 5.2 7.8 2.6 3.5 3.5 73.9 7.0 19.1 

会
話
の
頻
度
別 

毎日 1096 23.1 15.3 13.5 5.9 3.3 55.9 1.8 42.3 

2～3 日に 1 回 110 18.2 17.3 12.7 6.4 1.8 60.0 1.8 38.2 

1 週間に 1 回 62 11.3 19.4 11.3 3.2 1.6 67.7 0.0 32.3 

月 1～2 回 76 6.6 9.2 6.6 3.9 1.3 69.7 6.6 23.7 

ほとんど話をしない 103 4.9 8.7 3.9 3.9 2.9 78.6 3.9 17.5 

※ 『参加している』＝100％－「参加していない」－「無回答」 
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４ 地域活動に参加していない理由 

問 33-1 問 33 で「参加していない」に○をした方におうかがいします。 地域活動や講座に

参加していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

地域活動に参加していない理由は、「仕事や家事、趣味などで忙しく、時間がない」が

34.7％ともっとも高く、次いで「きっかけがない」19.5％、「健康・体力に自信がない」

15.4％、「知っている人がいない」13.7％などとなっている。 

図表３-６７ 地域活動に参加していない理由（複数回答） 

年齢別にみると、65～79 歳は「仕事や家事、趣味などで忙しく、時間がない」、「きっ

かけがない」の順に割合が高くなっている。80～84 歳は「仕事や家事、趣味などで忙し

く、時間がない」に次いで「健康・体力に自信がない」の割合が高く、85 歳以上は「健

康・体力に自信がない」がもっとも高くなっている。 

図表３-６８ 地域活動に参加していない理由 

  

回
答
者
数
（人
） 

仕
事
や
家
事
、
趣
味
な
ど

で
忙
し
く
、
時
間
が
な
い 

き
っ
か
け
が
な
い 

健
康
・
体
力
に
自
信
が
な

い 知
っ
て
い
る
人
が
い
な
い 

情
報
が
入
っ
て
こ
な
い 

わ
ず
ら
わ
し
い 

興
味
・
関
心
が
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全 体 874 34.7 19.5 15.4 13.7 11.7 10.9 9.0 4.8 22.2 0.7

年
齢
別 

65～69 歳 278 43.2 19.4 13.3 14.7 13.7 11.2 6.8 6.8 16.2 0.0

70～74 歳 240 36.3 20.0 9.6 15.8 11.7 10.8 8.8 4.2 22.1 1.3

75～79 歳 178 32.6 23.0 21.3 10.1 11.8 11.2 8.4 4.5 21.9 0.6

80～84 歳 104 23.1 16.3 19.2 13.5 10.6 9.6 14.4 2.9 29.8 1.0

85 歳以上 62 17.7 12.9 24.2 14.5 4.8 11.3 11.3 3.2 35.5 1.6

34.7 

19.5 

15.4 

13.7 

11.7 

10.9 

9.0 

4.8 

22.2 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事や家事、趣味などで忙しく、

時間がない

きっかけがない

健康・体力に自信がない

知っている人がいない

情報が入ってこない

わずらわしい

興味・関心がない

その他

特にない

無回答 回答者数＝1,479人
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５ 支援が必要な高齢者のために自身ができること 

問 34 支援が必要な高齢者のために、地域での福祉の担い手として、あなた自身ができる

ことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

支援が必要な高齢者のために自身ができることについて、「特にない」と回答した人は

60.8％であり、30.7％の人が“できることがある”（100％から「特にない」と「無回答」

を除いた割合）と回答している。具体的にできることとしては、「ひとり暮らしなどの高

齢者の訪問や見守り・話し相手」19.4％、「通院や散歩の付き添いなど、外出の支援」7.4％、

「談話室など地域での居場所づくり」7.2％などとなっている。 

 

図表３-６９ 支援が必要な高齢者のために自身ができること（複数回答） 

※ 『できることがある』＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

 

  

19.4 

7.4 

7.2 

5.5 

4.8 

4.1 

60.8 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80%

ひとり暮らしなどの高齢者の

訪問や見守り・話し相手

通院や散歩の付き添いなど、

外出の支援

談話室など地域での居場所づくり

電球の交換や衣替え、大掃除など、

日常生活の支援

認知症の高齢者やその家族の

地域生活の見守りや支援

その他

特にない

無回答 回答者数＝1,479人

『できること

がある』

＝30.7％
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年齢別にみると、年齢層が低いほど“できることがある”と回答した人の割合が高く、

65～69 歳では 37.5％、70～74 歳では 33.0％となっている。 

居住地域別にみると“できることがある”と回答した人の割合は、谷中地区が 39.4％

ともっとも高く、次いで蔵前地区 36.3％、松が谷地区 33.5％、三ノ輪地区 31.5％となっ

ている。 

 

図表３-７０ 支援が必要な高齢者のために自身ができること 

  

回
答
者
数
（人
） 

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者

の
訪
問
や
見
守
り
・
話
し
相
手 

通
院
や
散
歩
の
付
き
添
い
な

ど
、
外
出
の
支
援 

談
話
室
な
ど
地
域
で
の
居
場
所

づ
く
り 

電
球
の
交
換
や
衣
替
え
、
大
掃

除
な
ど
、
日
常
生
活
の
支
援 

認
知
症
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族

の
地
域
生
活
の
見
守
り
や
支
援

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

『で
き
る
こ
と
が
あ
る
』 

全 体 1,479 19.4 7.4 7.2 5.5 4.8 4.1 60.8 8.5 30.7

年
齢
別 

65～69 歳 430 21.2 10.2 8.8 8.1 5.1 5.6 56.0 6.5 37.5

70～74 歳 412 20.6 8.3 7.8 6.8 5.8 3.6 59.5 7.5 33.0

75～79 歳 335 20.3 6.9 7.8 4.2 5.1 2.1 61.5 9.3 29.2

80～84 歳 184 17.9 3.3 4.3 1.6 3.8 5.4 65.2 10.3 24.5

85 歳以上 97 7.2 1.0 0.0 1.0 0.0 4.1 77.3 11.3 11.4

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 24.1 8.0 8.0 9.5 6.6 5.1 52.6 8.0 39.4

台東地区 211 19.4 6.6 9.5 3.3 5.7 2.4 63.0 7.6 29.4

蔵前地区 237 20.3 6.8 9.7 4.2 3.8 4.2 55.7 8.0 36.3

浅草地区 234 17.5 6.4 6.0 3.0 2.6 2.6 69.7 5.1 25.2

三ノ輪地区 203 22.2 10.3 8.9 7.9 5.4 4.9 59.6 8.9 31.5

松が谷地区 254 20.5 9.8 6.3 7.5 7.5 6.3 56.3 10.2 33.5

清川地区 179 14.5 4.5 2.2 4.5 2.2 2.8 66.5 11.2 22.3

※ 『できることがある』＝100％－「特にない」－「無回答」 
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Ⅴ 認知症や権利擁護について 

１ 認知症を周囲に知られることに対する意向 

問 35 あなたやご家族が認知症になった場合、周囲に知られてもよいと思いますか。 

（１つに○） 

 

認知症を周囲に「知られてもよい、理解してもらいたい」と回答した人は 62.0％、「知

られたくない」と回答した人は 6.5％となっている。 

 

図表３-７１ 認知症を周囲に知られることに対する意向 

 

図表３-７２ 認知症を周囲に知られることに対する意向 

性別にみると、「知られてもよい、

理解してもらいたい」と回答した人は

男性 57.3％、女性 66.0％と女性の方

が高くなっている。 

年齢別にみると、年齢層が低い層に

「知られてもよい、理解してもらいた

い」と回答した人の割合が高く、65

～69 歳では 64.4％、70～74 歳では

65.0％となっている。 

 

  

  

回
答
者
数
（人
） 

知
ら
れ
て
も
よ
い
、
理
解

し
て
も
ら
い
た
い 

知
ら
れ
た
く
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 62.0 6.5 28.2 3.3

性
別 

男性 655 57.3 8.1 30.5 4.1

女性 798 66.0 5.4 26.1 2.5

年
齢
別 

65～69 歳 430 64.4 5.6 28.1 1.9

70～74 歳 412 65.0 5.6 26.5 2.9

75～79 歳 335 61.5 4.5 29.6 4.5

80～84 歳 184 59.8 10.3 26.1 3.8

85 歳以上 97 49.5 11.3 34.0 5.2

知られてもよい、

理解して

もらいたい

62.0%

知られたくない

6.5%

わからない

28.2%

無回答

3.3%

回答者数

＝1,479人
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２ 認知症に関して気になること 

問 36 認知症に関して、気になることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

認知症に関して気になることは、「認知症の予防の方法」が 51.4％ともっとも高く、次

いで「相談や受診ができる場所」36.8％、「医療や介護にかかる費用」36.4％、「利用でき

る支援の内容」33.3％となっている。 

図表３-７３ 認知症に関して気になること（複数回答） 

年齢別にみると、年齢層にかかわらず「認知症の予防の方法」がもっとも高い。次いで、

65～79 歳の人では「相談や受診ができる場所」、80 歳以上の人では「医療や介護にかかる

費用」が高い割合となっている。 

図表３-７４ 認知症に関して気になること 

  

回
答
者
数
（人
） 

認
知
症
の
予
防
の
方
法 

相
談
や
受
診
が
で
き
る
場
所

医
療
や
介
護
に
か
か
る
費
用

利
用
で
き
る
支
援
の
内
容 

症
状
や
病
状
の
進
行
の
こ
と 

家
族
や
周
囲
の
人
か
ら
の
、

本
人
へ
の
接
し
方 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 51.4 36.8 36.4 33.3 25.2 19.6 0.9 23.9 4.1

年
齢
別 

65～69 歳 430 50.9 41.9 40.2 40.0 31.6 23.3 1.4 23.5 1.9

70～74 歳 412 52.2 37.9 35.9 36.9 25.0 18.7 0.5 23.8 3.6

75～79 歳 335 57.9 38.5 36.1 31.3 23.3 21.8 0.3 21.8 3.6

80～84 歳 184 46.2 28.8 31.5 21.2 21.7 13.0 2.2 25.5 7.6

85 歳以上 97 42.3 22.7 32.0 21.6 11.3 12.4 1.0 29.9 9.3

51.4 

36.8 

36.4 

33.3 

25.2 

19.6 

0.9 

23.9 

4.1 

0% 20% 40% 60%

認知症の予防の方法

相談や受診ができる場所

医療や介護にかかる費用

利用できる支援の内容

症状や病状の進行のこと

家族や周囲の人からの、

本人への接し方

その他

特にない

無回答
回答者数＝1,479人
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３ 認知症に関する相談場所 

問 37 あなたやご家族に認知症の不安が生じた場合、どこに相談しますか・しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

認知症に関する相談場所は、「かかりつけ医」が 51.7％ともっとも高く、次いで「認知

症専門の医療機関」23.3％、「地域包括支援センター」15.8％となっている。 

一方、「どこに相談したらよいかわからない・わからなかった」と回答した人は 16.0％

となっている。 

 

図表３-７５ 認知症に関する相談場所（複数回答） 

  

51.7 

23.3 

16.7 

15.8 

9.5 

8.4 

2.2 

16.0 

2.3 

7.4 

0% 20% 40% 60%

かかりつけ医

認知症専門の医療機関

区役所

地域包括支援センター

ケアマネジャー

保健所・保健センター

その他

どこに相談したらよいか

わからない・わからなかった

どこにも相談しない・しなかった

無回答 回答者数＝1,479人
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家族構成別にみると、ひとり暮らしの人では「どこに相談したらよいかわからない・わ

からなかった」と回答した人が 18.6％と他に比べて高い割合となっている。また、相談

場所としては「かかりつけ医」41.4％に次いで「区役所」19.6％となっている。 

居住地域別にみると、「どこに相談したらよいかわからない・わからなかった」と回答

した人の割合は、他に比べて浅草地区、三ノ輪地区及び清川地区において高くなっている。 

 

図表３-７６ 認知症に関する相談場所 

  

回
答
者
数
（人
） 

か
か
り
つ
け
医 

認
知
症
専
門
の
医
療
機
関 

区
役
所 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
・
わ
か
ら
な
か
っ
た 

ど
こ
に
も
相
談
し
な
い
・
し
な

か
っ
た 

無
回
答 

全 体 1,479 51.7 23.3 16.7 15.8 9.5 8.4 2.2 16.0 2.3 7.4

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 403 41.4 16.6 19.6 12.7 8.7 5.7 2.7 18.6 3.5 12.4

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 65 歳以上） 
469 57.4 30.5 18.6 18.8 10.0 10.4 1.1 13.9 1.9 4.9

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 64 歳以下） 
47 46.8 21.3 19.1 23.4 23.4 17.0 4.3 14.9 0.0 8.5

世帯全員が 65 歳以上 34 47.1 17.6 8.8 17.6 23.5 11.8 8.8 11.8 0.0 11.8

その他の世帯 484 57.2 23.8 13.4 15.3 8.3 8.3 2.3 16.1 1.4 4.5

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 56.2 29.2 18.2 21.2 12.4 8.8 3.6 10.2 1.5 3.6

台東地区 211 55.9 27.0 18.5 14.7 10.4 8.5 2.8 12.3 1.4 6.6

蔵前地区 237 53.2 22.4 13.9 13.1 8.9 7.6 2.1 16.9 3.0 6.8

浅草地区 234 50.9 23.1 12.8 16.7 6.4 7.7 1.7 19.7 2.6 7.7

三ノ輪地区 203 47.3 23.2 16.3 19.2 10.3 7.4 2.0 19.2 2.0 6.9

松が谷地区 254 56.3 23.6 20.1 14.6 11.0 12.2 2.4 14.6 1.6 6.7

清川地区 179 42.5 16.8 17.3 14.0 8.4 5.0 1.1 17.9 3.9 12.3
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４ 成年後見制度の認知度 

問 38 認知症などにより判断能力が十分でない人に、本人の権利を守るための援助者を

選び、不動産や預貯金などを管理し、施設への入所に関する契約などを支援する

「成年後見制度」を知っていますか。（１つに○） 

 

成年後見制度を、「知っている」または「聞いたことがある」と回答した人は 74.9％で

あり、「知らない」と回答した人は 20.2％となっている。 

 

図表３-７７ 成年後見制度の認知度 

 

 

年齢別にみると、「知っている」と回答した人は 75～79 歳で 49.6％ともっとも高く、「知

らない」と回答した人は 85 歳以上で 25.8％ともっとも高くなっている。 

 

図表３-７８ 成年後見制度の認知度 

  

回
答
者
数
（人
） 

知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
は
あ
る

知
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 48.3 26.6 20.2 4.9 

年
齢
別 

65～69 歳 430 49.3 27.4 21.9 1.4 

70～74 歳 412 49.5 26.2 17.7 6.6 

75～79 歳 335 49.6 25.7 19.1 5.7 

80～84 歳 184 45.7 28.3 20.1 6.0 

85 歳以上 97 43.3 23.7 25.8 7.2 

知っている

48.3%

聞いたことは

ある

26.6%

知らない

20.2%

無回答

4.9%

回答者数

＝1,479人
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５ 成年後見制度の利用意向 

問 39 あなたやご家族が、認知症などにより判断能力が十分でなくなってきた場合に、「成

年後見制度」を利用したいと思いますか。（１つに○） 

 

成年後見制度の利用意向については、「利用したい」と回答した人が 21.5％である。 

一方、「利用したいとは思わない」と回答した人は 25.5％であり、「わからない」と回

答した人も 47.3％となっている。 

 

図表３-７９ 成年後見制度の利用意向 

 

年齢別にみると、「利用したい」と回答した人の割合は、他に比べて 65～69 歳及び 75

～79 歳の年齢層において高くなっている。 

 

図表３-８０ 成年後見制度の利用意向 

  

回
答
者
数
（人
） 

利
用
し
た
い 

す
で
に
利
用
し
て
い
る 

利
用
し
た
い
と
は
思
わ

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 21.5 0.3 25.5 47.3 5.4 

年
齢
別 

65～69 歳 430 24.0 0.2 21.4 52.3 2.1 

70～74 歳 412 20.1 0.2 26.9 47.8 4.9 

75～79 歳 335 24.5 0.3 26.0 42.1 7.2 

80～84 歳 184 19.6 1.1 29.9 41.8 7.6 

85 歳以上 97 8.2 0.0 28.9 52.6 10.3 

21.5 

0.3 

25.5 

47.3 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したい

すでに利用している

利用したいとは思わない

わからない

無回答
回答者数＝1,479人
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Ⅵ 災害時の避難などについて 

１ 災害時の避難の可否 

問 40 災害時（台風や地震等）や火災などの緊急時に、一人で避難することはできます

か。（１つに○） 

 

災害時や火災などの緊急時に一人で避難「できる」と回答した人は、74.7％を占めてい

る。また、「できないが、安否を確認してくれる人はいる」12.2％をあわせると 86.9％の

人が避難または安否確認ができる状況にあることがわかる。一方、「できないし、安否を

確認してくれる人もいない」と回答した人は 0.8％となっている。 

 

図表３-８１ 災害時の避難の可否 

  

できる

74.7%

できないが、

安否を確認して

くれる人はいる

12.2%

できないし、

安否を確認して

くれる人もいない

0.8% わから

ない

9.4%

無回答

2.8%

回答者数

＝1,479人
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家族構成別にみると、ひとり暮らしの人で「できる」と回答した人は 71.2％であり、「で

きないし、安否を確認してくれる人もいない」と回答した人が 2.5％となっている。 

困ったときに頼れる人の有無別にみると、いない人では「できる」と回答した人は63.5％

と他に比べて低く、「できないし、安否を確認してくれる人もいない」と回答した人が7.0％

となっている。 

 

図表３-８２ 災害時の避難の可否 

  

回
答
者
数
（人
） 

で
き
る 

で
き
な
い
が
、
安
否
を
確
認

し
て
く
れ
る
人
は
い
る 

で
き
な
い
し
、
安
否
を
確
認

し
て
く
れ
る
人
も
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 74.7 12.2 0.8 9.4 2.8 

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 403 71.2 10.2 2.5 12.4 3.7 

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 65 歳以上） 
469 77.4 12.8 0.4 7.7 1.7 

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 64 歳以下） 
47 93.6 2.1 0.0 4.3 0.0 

世帯全員が 65 歳以上 34 64.7 11.8 0.0 17.6 5.9 

その他の世帯 484 76.4 13.6 0.0 7.4 2.5 

頼
れ
る
人
の
有
無
別 

同居している・近所に住ん

でいる 
877 77.2 13.0 0.0 7.6 2.2 

同居・近所ではないが、 

行き来できる所にいる 
351 76.1 13.7 0.6 7.1 2.6 

いるが、行き来できる所に

は住んでいない 
103 67.0 7.8 1.9 20.4 2.9 

いない 115 63.5 6.1 7.0 17.4 6.1 

 

 

  



 

79 

２ 個別支援プランの作成意向 

問 41 この個別支援プランを作成したいと思いますか。（１つに○） 

 

個別支援プランの作成意向については、59.2％の人が「必要になったら作成したい」と

の意向を示している。 

 

図表３-８３ 個別支援プランの作成意向 

 

災害時の避難の可否別にみると、避難「できる」及び「できないが、安否を確認してく

れる人はいる」人では「必要になったら作成したい」と回答した人が 6割を占めているが、

「できないし、安否を確認してくれる人もいない」人では 33.3％であり、「わからない」

が 66.7％となっている。 

 
図表３-８４ 個別支援プランの作成意向 

  
回
答
者
数
（人
） 

す
で
に
作
成
し
て
い
る

必
要
に
な
っ
た
ら
作

成
し
た
い 

作
成
し
た
い
と
思
わ

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 0.0 59.2 3.3 28.3 9.2 

避
難
の
可
否
別 

できる 1105 0.0 63.3 3.9 26.4 6.3 

できないが、安否を確認 

してくれる人はいる 
181 0.0 60.8 2.8 27.6 8.8 

できないし、安否を確認 

してくれる人もいない 
12 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0 

わからない 139 0.0 41.7 0.7 46.8 10.8 

すでに作成して

いる

0.0%

必要になったら

作成したい

59.2%

作成したいと

思わない

3.3%

わからない

28.3%

無回答

9.2%

回答者数

＝1,479人
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Ⅶ 介護保険制度や介護について 

１ 現在の生活で不安に感じること 

問 42 現在の生活で不安に感じていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

現在の生活で不安に感じることは、「自分の健康のこと」61.7％、「自分が寝たきりや認

知症になること」49.2％、「配偶者や家族の健康のこと」44.4％、「配偶者や家族が、寝た

きりや認知症になること」32.4％と、自分や家族の健康や介護が必要な状態になることが

上位にあげられている。次いで、「生活費など生計のこと」29.0％、「災害など緊急時のこ

と」24.9％が続いている。 

上位にあげられている項目は前回調査と同様となっている。 

 

 図表３-８５ 現在の生活で不安に感じること（複数回答） ＜前回調査＞ 

※ 『不安に感じることがある』＝100％－「不安に感じることは特にない」－「無回答」 

 

 

  

66.6 

57.7 

46.7 

37.6 

30.4 

27.7 

23.8 

14.4 

9.9 

6.7 

6.1 

6.3 

0.9 

7.4 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80%

自分の健康のこと

自分が寝たきりや認知症になること

配偶者や家族の健康のこと

配偶者や家族が、寝たきりや認知症に

なること

生活費など生計のこと

災害など緊急時のこと

頼れる人や面倒を見てくれる人がいな

くなること

住まいのこと

困りごとなど相談する場所がよくわか

らないこと

友人や地域との交流が減って孤独に

感じること

金銭管理や財産保全に関すること

気軽な話し相手がいないこと

その他

不安に感じることは特にない

無回答 回答者数＝2,937人

『不安に感じる

ことがある』

＝87.1％

61.7 

49.2 

44.4 

32.4 

29.0 

24.9 

18.5 

14.6 

9.8 

9.2 

6.8 

5.9 

1.2 

12.2 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

自分の健康のこと

自分が寝たきりや認知症になること

配偶者や家族の健康のこと

配偶者や家族が、

寝たきりや認知症になること

生活費など生計のこと

災害など緊急時のこと

頼れる人や面倒を見てくれる人

がいなくなること

住まいのこと

困りごとなどを相談する場所

がよくわからないこと

友人や地域との交流が減っていくこと

金銭管理や財産保全に関すること

気軽な話し相手がいないこと

その他

不安に感じることは特にない

無回答 回答者数＝1,479人

『不安に感じる

ことがある』

＝84.1％
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年齢別にみると、年齢層にかかわらず、「自分の健康のこと」、「自分が寝たきりや認知

症になること」、「配偶者や家族の健康のこと」が不安に感じることの上位 3項目となって

いる。また、75～79 歳は、現在の生活で“不安に感じることがある”と回答した人がも

っとも高くなっている。 

 
図表３-８６ 現在の生活で不安に感じること 

  

回
答
者
数
（人
） 

自
分
の
健
康
の
こ
と 

自
分
が
寝
た
き
り
や
認
知
症

に
な
る
こ
と 

配
偶
者
や
家
族
の
健
康
の
こ
と

配
偶
者
や
家
族
が
、
寝
た
き
り

や
認
知
症
に
な
る
こ
と 

生
活
費
な
ど
生
計
の
こ
と 

災
害
な
ど
緊
急
時
の
こ
と 

頼
れ
る
人
や
面
倒
を
見
て
く

れ
る
人
が
い
な
く
な
る
こ
と 

住
ま
い
の
こ
と 

全 体 1,479 61.7 49.2 44.4 32.4 29.0 24.9 18.5 14.6 

年
齢
別 

65～69 歳 430 60.7 48.8 43.5 31.6 34.9 23.3 15.1 16.5 

70～74 歳 412 59.2 46.8 45.9 35.0 27.9 23.1 16.5 13.6 

75～79 歳 335 68.7 54.0 44.5 34.3 29.9 29.9 25.7 17.6 

80～84 歳 184 62.0 46.7 41.8 28.8 18.5 21.7 19.6 10.9 

85 歳以上 97 53.6 50.5 47.4 25.8 24.7 28.9 16.5 8.2 

      

  

回
答
者
数
（人
） 

困
り
ご
と
な
ど
を
相
談
す
る

場
所
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と

友
人
や
地
域
と
の
交
流
が
減
っ

て
い
く
こ
と 

金
銭
管
理
や
財
産
保
全
に
関

す
る
こ
と 

気
軽
な
話
し
相
手
が
い
な
い
こ

と そ
の
他 

不
安
に
感
じ
る
こ
と
は
特
に
な

い 無
回
答 

『
不
安
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
』

全 体 1,479 9.8 9.2 6.8 5.9 1.2 12.2 3.7 84.1 

年
齢
別 

65～69 歳 430 8.6 8.6 6.0 5.3 0.9 10.9 2.1 87.0 

70～74 歳 412 8.3 7.0 5.1 4.6 0.7 15.0 4.1 80.9 

75～79 歳 335 14.9 10.7 10.1 8.7 0.9 9.0 3.3 87.7 

80～84 歳 184 8.2 11.4 6.0 6.0 3.8 15.2 4.3 80.5 

85 歳以上 97 6.2 11.3 5.2 6.2 1.0 10.3 6.2 83.5 

※ 『不安に感じることがある』＝100％－「不安に感じることは特にない」－「無回答」 
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２ 地域包括支援センターの認知度 

問 43 あなたは、地域包括支援センターを知っていますか。（１つに○） 

 

地域包括支援センターの認知度は、「名前を聞いたことがある程度で、どのようなこと

をしているかは知らない」と回答した人が 45.8％と半数近くを占めている。また、「存在

と、どのようなことをする所かを知っている」26.8％、「知らない・名前も聞いたことは

ない」22.8％となっている。 

 

図表３-８７ 地域包括支援センターの認知度 

 

図表３-８８ 地域包括支援センターの認知度 

居住地域別にみると、

「存在と、どのようなこと

をする所かを知っている」

と回答した人の割合は、谷

中地区が 34.3％ともっと

も高く、蔵前地区が 24.1％

ともっとも低くなってい

る。 

  

  

回
答
者
数
（人
） 

存
在
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
所
か
を
知
っ
て
い
る 

名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

程
度
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
か
は
知
ら
な
い 

知
ら
な
い
・
名
前
も
聞
い
た

こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 26.8 45.8 22.8 4.6

居
住
地
域
別 

谷中地区 137 34.3 35.8 27.0 2.9

台東地区 211 27.5 49.3 19.0 4.3

蔵前地区 237 24.1 46.0 27.0 3.0

浅草地区 234 26.5 45.3 23.1 5.1

三ノ輪地区 203 28.1 49.3 18.2 4.4

松が谷地区 254 24.8 48.4 22.0 4.7

清川地区 179 27.4 43.0 22.9 6.7

26.8 

45.8 

22.8 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

存在と、どのようなことを

する所かを知っている

名前を聞いたことがある程度で、

どのようなことをしているかは知らない

知らない・名前も聞いたことはない

無回答

回答者数＝1,479人
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３ 地域包括支援センターに望む取り組み 

問 44 地域包括支援センターをより高齢者の身近な相談機関とするために、どのような取

り組みが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

地域包括支援センターに望む取り組みは、「どのようなことをしているのか、ＰＲする」

が60.4％ともっとも高くなっている。また、「地域に出向いて相談会や講演会などを開く」

20.4％、「なじみやすい・わかりやすい名称に変える」20.0％となっている。 

 

図表３-８９ 地域包括支援センターに望む取り組み（複数回答） 

 

  

60.4 

20.0 

20.4 

2.1 

21.3 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80%

どのようなことをしているのか、

ＰＲする

なじみやすい・

わかりやすい名称に変える

地域に出向いて

相談会や講演会などを開く

その他

わからない

無回答
回答者数＝1,479人
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４ 介護保険料額の負担感 

問 45 あなたは、介護保険料の額をどのように感じていますか。（１つに○） 

 

介護保険料額について、「やや負担である」と回答した人が 34.5％ともっとも高く、次

いで「かなりの負担である」が 31.2％となっている。一方、「妥当な額である」10.1％、

「負担には感じない」4.0％となっている。 

「かなりの負担である」と回答した人の割合は、前回調査よりも 2.4 ポイント、「やや

負担である」は 4.9 ポイント高くなっており、「妥当な額である」は 2.1 ポイント高くな

っている。 

 

 図表３-９０ 介護保険料額の負担感 ＜前回調査＞ 

  

かなりの

負担である

31.2%

やや

負担である

34.5%

妥当な額

である

10.1%

負担には

感じない

4.0%

よく

わからない

15.6%

無回答

4.7%

回答者数

＝1,479人

かなりの

負担である

28.8%

やや

負担である

29.6%
妥当な額

である

8.0%

負担には

感じない

4.7%

よく

わからない

16.2%

無回答

12.8%

回答者数

＝2,937人
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暮らし向き別にみると、暮らし向きが苦しい人ほど「かなりの負担である」と回答した

人の割合が高く、苦しいと回答した人では 56.2％となっている。一方、ゆとりがあると

回答した人では「かなりの負担である」は 16.8％であり、「負担には感じない」が 14.9％

となっている。 

昨年の年間収入別にみると、80 万未満の人では 41.3％の人が「かなりの負担である」

と回答している。 

 

図表３-９１ 介護保険料額の負担感 

  

回
答
者
数
（人
） 

か
な
り
の
負
担
で
あ
る 

や
や
負
担
で
あ
る 

妥
当
な
額
で
あ
る 

負
担
に
は
感
じ
な
い 

よ
く
わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 31.2 34.5 10.1 4.0 15.6 4.7 

暮
ら
し
向
き
別 

ゆとりがある 101 16.8 29.7 14.9 14.9 17.8 5.9 

ややゆとりがある 124 20.2 38.7 17.7 4.8 14.5 4.0 

ふつう 803 25.2 39.0 11.3 3.7 16.4 4.4 

やや苦しい 277 47.3 31.4 3.6 0.7 13.0 4.0 

苦しい 137 56.2 19.0 4.4 0.0 16.8 3.6 

昨
年
の
年
間
収
入
別 

80 万円未満 104 41.3 26.9 5.8 1.9 19.2 4.8 

80 万円～200 万円未満 335 34.0 33.7 9.3 2.4 17.0 3.6 

200 万円～300 万円未満 288 38.5 38.2 8.3 2.1 9.0 3.8 

300 万円～500 万円未満 290 30.7 39.0 12.4 2.4 12.1 3.4 

500 万円～750 万円未満 147 17.7 44.9 13.6 6.1 11.6 6.1 

750 万円～1,000 万円未満 72 22.2 30.6 12.5 9.7 18.1 6.9 

1,000 万円以上 89 22.5 29.2 13.5 13.5 21.3 0.0 
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５ 区独自サービスに対する考え方 

問 46 区独自のサービスについて、あなたのお考えをおうかがいします。 

（近いもの１つに○） 

 

区独自サービスに対する考え方については、「区独自のサービスよりも、保険料を下げ

ることを優先した方がよい」20.1％、「保険料もサービスも現状のままでよい」12.5％、

「区独自のサービスを充実させるなら、保険料が高くなってもよい」8.4％となっている。

前回調査と比較すると、「区独自のサービスを充実させるなら、保険料が高くなってもよ

い」が 4.1 ポイント高くなり、「区独自のサービスよりも、保険料を下げることを優先し

たほうがよい」が 4.3 ポイント低くなっている。 

 

 図表３-９２ 区独自サービスに対する考え方 ＜前回調査＞ 

  

区独自のサービスを

充実させるなら、

保険料が高く

なってもよい

4.3%

区独自のサービス

よりも、保険料を

下げることを

優先した方がよい

24.4%

保険料もサービスも

現状のままでよい

10.3%

何ともいえない

47.1%

無回答

13.9%

回答者数

＝2,937人

区独自のサービスを

充実させるなら、

保険料が高く

なってもよい

8.4%

区独自のサービス

よりも、保険料を

下げることを

優先した方がよい

20.1%

保険料もサービスも

現状のままでよい

12.5%

何ともいえない

52.3%

無回答

6.7%

回答者数

＝1,479人
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暮らし向き別にみると、ゆとりのある層ほど「区独自のサービスを充実させるなら、保

険料が高くなってもよい」と回答した人の割合が高く、ゆとりのある人では 15.8％とな

っている。一方、苦しいと回答した人では「区独自のサービスよりも、保険料を下げるこ

とを優先した方がよい」が 32.8％と、他に比べて高い割合となっている。 

介護保険料の負担感別にみると、かなりの負担であると感じている人では「区独自のサ

ービスよりも、保険料を下げることを優先した方がよい」が 36.9％となっている。一方、

負担には感じない人では「区独自のサービスよりも、保険料を下げることを優先した方が

よい」は 8.5％であり、23.7％の人が「区独自のサービスを充実させるなら、保険料が高

くなってもよい」と回答している。 

 

図表３-９３ 区独自サービスに対する考え方 

  

回
答
者
数
（人
） 

区
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
な
ら
、
保
険
料
が
高
く

な
っ
て
も
よ
い 

区
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
、

保
険
料
を
下
げ
る
こ
と
を
優

先
し
た
方
が
よ
い 

保
険
料
も
サ
ー
ビ
ス
も
現
状

の
ま
ま
で
よ
い 

何
と
も
い
え
な
い 

無
回
答 

全 体 1,479 8.4 20.1 12.5 52.3 6.7 

暮
ら
し
向
き
別 

ゆとりがある 101 15.8 16.8 13.9 41.6 11.9 

ややゆとりがある 124 12.9 13.7 13.7 55.6 4.0 

ふつう 803 8.7 18.6 14.1 52.8 5.9 

やや苦しい 277 4.3 24.5 10.1 54.9 6.1 

苦しい 137 4.4 32.8 7.3 48.9 6.6 

保
険
料
額
の
負
担
感
別

かなりの負担である 461 5.9 36.9 9.1 44.5 3.7 

やや負担である 510 8.8 17.8 14.5 56.3 2.5 

妥当な額である 150 14.0 4.0 30.7 47.3 4.0 

負担には感じない 59 23.7 8.5 18.6 45.8 3.4 

よくわからない 230 7.0 9.1 4.8 75.2 3.9 
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６ 今後（介護が必要になった場合）の暮らし方の希望 

問 47 今後、あなたに介護が必要となった場合、どのような暮らし方を希望しますか。 

（近いもの１つに○） 

介護が必要になった場合の暮らし方は、「主に介護サービスを利用して、自宅で暮らし

たい」と回答した人が 33.1％ともっとも高く、次いで「主に家族の介護を受けながら、

自宅で暮らしたい」が 15.4％であり、これらをあわせた 48.5％が“介護サービスや家族

の介護を受けて自宅で暮らしたい”との意向を示している。 

前回調査は選択肢が若干異なるが、「主に介護サービスを利用して、自宅で暮らしたい」

の割合が、6.1 ポイント高くなり、「主に家族の介護を受けながら自宅で暮らしたい」の

割合が、6.0 ポイント低くなっている。 

図表３-９４ 今後（介護が必要になった場合）の暮らし方の希望 

 

＜前回調査＞ 

※ 『介護サービスや家族の介護を受けて自宅で暮らしたい』＝「主に介護サービスを利用して、

自宅で暮らしたい」＋「主に家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい」  

33.1 

15.4 

11.0 

6.9 

5.7 

4.1 

1.0 

18.9 

3.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

主に介護サービスを利用して、

自宅で暮らしたい

主に家族の介護を受けながら、

自宅で暮らしたい

介護保険施設（特別養護老人ホームや

老人保健施設など）に入りたい

段差などがない高齢者向け住宅に住み替えて、

介護サービスなどを利用して暮らしたい

有料老人ホームなどの介護つき

住宅で暮らしたい

グループホームなど数人で暮らせる、

家庭的な介護つき住宅で暮らしたい

その他

わからない

無回答 回答者数＝1,479人

『介護サービスや家族の介護を

受けて自宅で暮らしたい』

＝48.5％

27.0 

21.4 

7.9 

5.4 

3.3 

3.7 

0.7 

1.2 

15.7 

13.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

主に介護サービスを利用して、

自宅で暮らしたい

主に家族の介護を受けながら、

自宅で暮らしたい

介護保険施設（特別養護老人ホームームや

老人保健施設など）に入りたい

段差などがない高齢者向け住宅に住み替えて、

介護サービスなどを利用して暮らしたい

有料老人ホームなどの介護つき

住宅で暮らしたい

グループホームなど数人で暮らせる、

家庭的な介護つき住宅で暮らしたい

子どもや親族の家に住み替えて、

介護してもらいたい

その他

わからない

無回答
回答者数＝2,937人

『介護サービスや家族の介護を

受けて自宅で暮らしたい』

＝48.4％
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年齢別にみると、年齢層が高くなるほど“介護サービスや家族の介護を受けて自宅で暮

らしたい”人の割合も高くなっており、85 歳以上では 58.7％となっている。介護保険施

設への入所意向を示した人は全体では 11.0％であるが、80～84 歳では 17.4％と、他に比

べて高い割合となっている。 

家族構成別にみると、ひとり暮らしの人は「主に介護サービスを利用して、自宅で暮ら

したい」に次いで、「介護保険施設（特別養護老人ホームや老人保健施設など）に入りた

い」13.6％、「段差などがない高齢者向け住宅に住み替えたい」9.2％となっており、他に

比べて施設入所や住宅の住み替え意向が高くなっている。 

 

図表３-９５ 今後（介護が必要になった場合）の暮らし方の希望 

  

回
答
者
数
（人
） 

主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

自
宅
で
暮
ら
し
た
い 

主
に
家
族
の
介
護
を
受
け
な
が
ら
、

自
宅
で
暮
ら
し
た
い 

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
）
に
入

り
た
い 

段
差
な
ど
が
な
い
高
齢
者
向
け
住
宅

に
住
み
替
え
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
暮
ら
し
た
い 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
つ
き

住
宅
で
暮
ら
し
た
い 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
数
人
で
暮
ら

せ
る
、
家
庭
的
な
介
護
つ
き
住
宅
で

暮
ら
し
た
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

『
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
家
族
の
介
護
を

受
け
て
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
』 

全 体 1,479 33.1 15.4 11.0 6.9 5.7 4.1 1.0 18.9 3.9 48.5

年
齢
別 

65～69 歳 430 32.1 12.1 10.5 6.3 7.4 6.5 1.6 20.2 3.3 44.2

70～74 歳 412 31.8 14.6 9.5 8.5 6.3 4.9 1.5 19.9 3.2 46.4

75～79 歳 335 34.9 16.1 10.7 9.6 4.8 3.0 0.3 16.1 4.5 51.0

80～84 歳 184 36.4 16.8 17.4 3.8 4.9 0.5 0.0 15.8 4.3 53.2

85 歳以上 97 30.9 27.8 9.3 0.0 1.0 1.0 1.0 23.7 5.2 58.7

家
族
構
成
別 

ひとり暮らし 403 30.5 5.0 13.6 9.2 6.0 4.7 1.2 24.1 5.7 35.5

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 65 歳以上） 
469 33.0 19.8 9.0 8.5 7.2 4.3 0.6 15.4 2.1 52.8

夫婦のみ世帯 

（配偶者は 64 歳以下） 
47 31.9 23.4 10.6 0.0 6.4 2.1 0.0 21.3 4.3 55.3

世帯全員が 65 歳以上 34 26.5 11.8 23.5 5.9 11.8 5.9 2.9 8.8 2.9 38.3

その他の世帯 484 37.2 19.4 10.3 3.9 4.1 3.5 1.2 16.9 3.3 56.6

※ 『介護サービスや家族の介護を受けて自宅で暮らしたい』＝「主に介護サービスを利用して、自宅で暮らしたい」

＋「主に家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい」 
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７ 区外施設の入所意向 

問 48 もしも介護保険施設（特別養護老人ホームや老人保健施設など）の入所が必要とな

った場合、区外の施設でも入所を希望しますか。（１つに○） 

 

介護保険施設への入所が必要となった場合、「区外の施設でも入所を希望する」と回答

した人は 34.0％であり、次いで「区内の施設でなければ希望しない」21.0％、「区内・区

外にかかわらず施設への入所は希望しない」7.5％となっている。 

 

図表３-９６ 区外施設の入所意向 

 

年齢別にみると、年齢層が低いほど区外施設の入所意向が高く、65～69 歳では 40.7％

となっている。 

図表３-９７ 区外施設の入所意向 

 

 

  

34.0 

21.0 

7.5 

31.4 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40%

区外の施設でも入所を希望する

区内の施設でなければ希望しない

区内・区外にかかわらず

施設への入所は希望しない

わからない

無回答

回答者数＝1,479人

34.0 

40.7 

37.9 

29.0 

26.6 

20.6 

21.0 

17.2 

17.2 

26.9 

27.7 

20.6 

7.5 

6.5 

7.5 

7.8 

8.7 

8.2 

31.4 

31.9 

32.8 

27.8 

31.0 

39.2 

6.1 

3.7 

4.6 

8.7 

6.0 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1,479）

65～69歳（430）

70～74歳（412）

75～79歳（335）

80～84歳（184）

85歳以上（97）

区外の施設

でも入所を

希望する

区内の施設

でなければ

希望しない

区内・区外

にかかわらず

施設への入所は

希望しない

わからない 無回答（ ）内は

回答者数
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８ 終活の認知度 

問 49 この「終活（しゅうかつ）」についてご存じですか。（１つに○） 

 

終活の認知度は、「知っており、実際に行っている」8.9％、「知っているが、行っては

いない」52.0％であり、これらをあわせた 60.9％が“知っている”と回答している。ま

た、「言葉を聞いたことがある程度」は 24.4％、「知らなかった」は 9.5％となっている。 

 

図表３-９８ 終活の認知度 

 

図表３-９９ 終活の認知度 

性別にみると、“知っている”

と回答した人は、男性 55.7％、

女性 66.0％と、女性のほうが

高くなっている。 

年齢別にみると、「知ってお

り、実際に行っている」と回

答した人の割合は、年齢層が

高い層に高く、80～84 歳では

14.1％の人が実際に行ってい

ると回答している 

 

 

 

※ 『知っている』＝「知っており、実際に行っている」 

＋「知っているが、行っていない」 

  

  

回
答
者
数
（人
） 

知
っ
て
お
り
、
実
際
に
行

っ
て
い
る 

知
っ
て
い
る
が
、
行
っ
て

は
い
な
い 

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
程
度 

知
ら
な
か
っ
た 

無
回
答 

『知
っ
て
い
る
』 

全 体 1,479 8.9 52.0 24.4 9.5 5.1 60.9 

性
別 

男性 655 7.3 48.4 26.1 12.5 5.6 55.7 

女性 798 10.5 55.5 22.7 7.0 4.3 66.0 

年
齢
別 

65～69 歳 430 7.0 54.7 25.3 8.6 4.4 61.7 

70～74 歳 412 7.3 53.9 24.8 10.7 3.4 61.2 

75～79 歳 335 9.9 49.9 24.5 10.1 5.7 59.8 

80～84 歳 184 14.1 50.0 23.9 6.0 6.0 64.1 

85 歳以上 97 12.4 45.4 19.6 13.4 9.3 57.8 

8.9 

52.0 

24.4 

9.5 

5.1 

0% 20% 40% 60%

知っており、実際に行っている

知っているが、行ってはいない

言葉を聞いたことがある程度

知らなかった

無回答

回答者数＝1,479人

『知っている』

＝60.9％
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Ⅷ 区の保健福祉サービスについて 

１ 区の保健福祉サービスの利用意向 

問 50 区などが実施している保健福祉サービスで、今後利用したい（続けたい）ものはあり

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

区の保健福祉サービスの利用意向は、「健康診断やがん検診」が41.7％ともっとも高く、

次いで「緊急通報システム」26.6％、「認知症に関する専門相談」24.0％となっている。 

前回調査と比較すると、「健康診断やがん検診」が 6.7 ポイント、「介護予防教室」が

7.9 ポイント高くなっている。 

 

 図表３-１００ 区の保健福祉サービスの利用意向（複数回答） ＜前回調査＞ 

  

35.0 

25.1 

15.6 

14.8 

9.7 

11.0 

16.1 

15.5 

10.4 

4.5 

20.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康診断やがん検診

緊急通報システム

認知症に関する専門相談

配食サービス

健康づくり教室

介護予防教室

介護保険以外の家事援助サービス

介護保険以外の住宅改修費助成

電球・蛍光灯の交換、季節の衣替え、

植木への水やり等日常生活のちょっとした

困りごとに対応する身の回り応援サービス

介護保険以外の福祉用具支給

福祉サービス利用援助事業、

財産保全管理サービス

その他

特にない

無回答 回答者数＝2,937人

41.7 

26.6 

24.0 

18.8 

18.2 

17.6 

15.3 

14.9 

14.1 

12.8 

4.4 

2.5 

21.7 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康診断やがん検診

緊急通報システム

認知症に関する専門相談

配食サービス

健康づくり教室

介護予防教室

介護保険以外の家事援助サービス

介護保険以外の住宅改修費助成

電球・蛍光灯の交換、季節の衣替え、

植木への水やり等日常生活のちょっとした

困りごとに対応する身の回り応援サービス

介護保険以外の福祉用具支給

福祉サービス利用援助事業、

財産保全管理サービス

その他

特にない

無回答
回答者数＝1,479人

選択肢なし

選択肢なし

選択肢なし
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２ 区が力を入れるべき高齢者施策 

問 51 これからの高齢者福祉施策として、区が力を入れていくべきことは、次のうちどれだ

と思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

区が力を入れるべき高齢者施策の第 1 位は、「介護について、相談しやすい窓口の充実

や情報提供」54.2％であり、次いで「介護している家族の負担の軽減」44.2％、「健康づ

くりや介護が必要にならないための支援」40.8％、「ひとり暮らし高齢者などを見守る地

域づくり」33.8％となっており、この上位 4 項目は、前回調査も同様である。第 5 位は、

前回調査では「在宅での生活を 24 時間支える介護サービスの整備」であったが、今回調

査では「特別養護老人ホームなどの入所施設の整備」であり、施設整備意向が在宅サービ

スの整備意向を上回っている。 

 

 図表３-１０１ 区が力を入れるべき高齢者施策（複数回答） ＜前回調査＞ 

46.3 

39.3 

31.8 

29.2 

26.9 

21.7 

27.4 

21.0 

21.3 

14.5 

16.1 

7.8 

8.8 

0.6 

12.6 

6.9 

0% 20% 40% 60%

介護について、相談しやすい窓口

の充実や情報提供

介護している家族の負担の軽減

健康づくりや介護が

必要にならないための支援

ひとり暮らし高齢者などを

見守る地域づくり

特別養護老人ホームなどの

入所施設の整備

デイサービスやショートステイなどを

実施する施設の充実

在宅での生活を24時間支える

介護サービスの整備

認知症高齢者への支援

高齢者に配慮した

住まいや住環境づくり

趣味や教養・学習活動への支援

高齢者への就労支援

ボランティアやＮＰＯ活動への支援

高齢者の虐待防止や

成年後見制度に対する支援

その他

特にない・わからない

無回答
回答者数＝2,937人

54.2 

44.2 

40.8 

33.8 

33.4 

28.1 

25.4 

25.4 

22.3 

22.0 

19.2 

12.9 

11.8 

0.8 

12.0 

3.8 

0% 20% 40% 60%

介護について、相談しやすい窓口

の充実や情報提供

介護している家族の負担の軽減

健康づくりや介護が

必要にならないための支援

ひとり暮らし高齢者などを

見守る地域づくり

特別養護老人ホームなどの

入所施設の整備

デイサービスやショートステイなどを

実施する施設の充実

在宅での生活を24時間支える

介護サービスの整備

認知症高齢者への支援

高齢者に配慮した

住まいや住環境づくり

趣味や教養・学習活動への支援

高齢者への就労支援

ボランティアやＮＰＯ活動への支援

高齢者の虐待防止や

成年後見制度に対する支援

その他

特にない・わからない

無回答 回答者数＝1,479人
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Ⅸ 自由回答 

問 52 高齢者福祉・介護保険制度・健康などに関して、区への要望や意見がありました

ら、下の欄にご記入ください。 

 

区への要望や意見は 332 件であり、主な内容は、「高齢者福祉サービス・介護保険サー

ビスについて」54 件、「介護保険制度について」43 件、「健康づくり・介護予防について」

39 件となっている。 

 

■ 高齢者福祉サービス・介護保険サービスについて 

・ 閉校した学校等を、高齢者と児童が利用できる施設にしてもよいのではないか。 

・  新設の特別養護老人ホームを増やして欲しい。若者の雇用と職場の確保ができ、就

活に役立つと思う。 

・ 施設に入所しなければならなくなったときに、期間を待たずに入所できるようにし

て欲しい。 

・ 介護する側が急病等になった時、すぐにショートステイに預けたい。 

・ 自宅にお風呂がないため、週 3回老人福祉館での入浴サービスを利用させていただ

いている。大変感謝している。 

 

■ 介護保険制度について 

・ 介護保険制度の仕組みが複雑であり、利用範囲の制限が細かい。納付する保険料に

対して、サービスが簡単に受けられるように見直しを考えて欲しい。 

・  実際に制度があっても、活用しようとすると使用させない規則等が多い。1つぐら

い該当しなくても、利用できるようにすべきだと思う。 

・  健常の高齢者に、介護及び介護保険制度に対して区の係わり等ＰＲも含めて、定期

的に説明会を開催して欲しい。 

 

■ 健康づくり・介護予防について 

・ 健康を保つために、日頃から気をつけ努力して、なるべく医者にかからないように

している人に何か褒美があるといいと思う。 

・  定期的な血圧、検尿、血液検査（少なくとも年 4回）を無料で受けられる制度をお

願いしたい。また、予防や早期発見のため、健診項目を充実して欲しい。 

・  認知症にならないように健康に生き続けられる内容が載っている記事等を、月 1回

くらい発行して 70 歳以上の家庭に送ってもらえると助かる。 

・  高齢にならないうちに寝たきり、認知症予防につながる運動・知識を学べる時間と

場所を増やして欲しい。  



 

95 

■ 地域包括支援センター・相談について 

・ 地域包括支援センターとは、どのような事をしているところなのか、説明のパンフ

レットが欲しい。 

・  区役所と町会が一緒になり、高齢者へ気配りする事が一番良い相談だと思う。年老

いて、区役所まで相談に行くのは勇気がいると思う。 

・ 現在介護の必要はないが、今後のために相談しやすい窓口を期待する。 

 

■ 就労支援・社会参加について 

・  元気な高齢者の方々が活動できるボランティア、就労支援をＰＲして欲しい。意欲の

ある元気な高齢者を社会の弱者としないように区は活用すべきだと思う。 

・ 学校などの空教室を利用して、高齢者の方々が地域で気軽に、誘い合って立ち寄れ

る場を作って欲しい。 

・ 老人クラブに指導者の派遣ができたら、クラブも活発になり素晴らしい生きがいに

なって元気な高齢者も増えると思う。指導者を増やして魅力あるクラブにしたい。 

 

■ 住居、道路・公園等のまちづくりについて 

・ 収入が少ない高齢者のために安く住むことができる場所を作ってもらいたい。 

・ 外出の際、安心して歩道、公園内を歩けるよう、自転車の通行方法を厳しく管理し

て欲しい。また、自転車道路に駐車したり、物を置いたりして、皆が歩行者通路を

通行することが多く非常に危険。表示・管理により、徹底指導をして欲しい。 

 

 

■ 災害などの備えについて 

・ 大きな災害に備えて、医療機関との連携を整備し、住民にわかりやすく知らせて欲

しい。また、高齢者、障害者の避難の仕組みが町会にもわかるようにして欲しい。 

 

■ その他 

・ ひとり暮らしの高齢者が増えると思うので、ひとり暮らしになる前にいろいろな不

安を解消するような講習、お年寄りにわかるようなお話等を心掛けて欲しい。 

・ 自分を年寄りだと思わせない、高齢者ではなくもっといい呼称があるといいと思う。 

・ 広報等を読んでいるが、区が何をしているのかわからない事が多い。 

・ 高齢者へのワンストップサービスが必要。そして窓口には、わかりやすく大きな文

字で窓口名、電話番号、必要事項等をまとめたものがあると良いと思う。 

・ 一律ではなく、地域の現状に見合った施策を希望する。  


